
京都大亭経瀦号曾

鰹務論
聾ず~+) ¥.巷 聾四・五顎

銭鋼業の共同研究にういて・ 島 恭彦

鏡鋼業に於ける労働力構成 ー 鎮鋼業共同研先労働班

銭鋼業に於ける流jjJj機構白分析ー ー・ ・・ー・・ー鈴木重靖

鏡銅補給金に闘する一考察 ー 康問司朗

昭和二十六年十一月



鎖
鋼
業
に

於
げ
る
労
働
力
『
構
成

当事足

一

首ヨ

し

は

き

本
稿
は
鍛
鋼
業
犬
同
研
究
掛
働
政
の
中
間
報
告
の
一
部
で
あ
b
、
敗
鞍

筏
の
織
鋼
勢
働
力
の
再
編
低
過
程
に
お
け
る
努
働
力
構
成
の
分
析
h
q
意
闘

し
亡
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
と
で
は
勢
働
力
の
構
成
そ
の
も
の
を
問
題
E
し
に

白
で
あ
b
、
野
働
力
再
編
成
過
程
の
枇
曾
的
背
景
、
凪
百
倒
傍
件
、
第
働
生

産
性
、
勢
働
力
再
生
産
機
構
及
び
努
働
運
動
等
由
諸
問
題
に
つ
い
て
は
つ

づ
い
て
分
析
す
る
預
定
で
あ
る
。
調
査
自
主
要
軒
家
と
し
て
は
底
畑
及
び

八
幡
繭
製
鍛
討
を
選
ん

r。
そ
の
主
に
る
理
由
は
岡
者
が
我
園
に
お
け
る

代
表
的
一
貫
〆

I
ヵ
ー
で
あ
る
賭
に
議
十
〈
が
、
い
う
土
で
も
な
f
我
図

毅
鋼
業
努
働
の
賞
態
は
よ

b
全
両
的
な
調
査
に
よ
っ
て
究
明
ち
れ
ね
ば
な

ち
子
、
乙
の
結
に
闘
し
て
は
他
日
骨
期
し
に
い
。
ま
た
統
計
資
料
に
つ
い

て
も
不
備
な
賠
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
補
う
こ
と

と
す
る
。

敗
限
後
、
鞍
時
紐
開
鴨
制
の
崩
壊
に
よ
b
我
園
鏡
銅
業
は
再
編
成
過
程

に
あ
る
が
、
ま
宇
品
百
働
力
構
成
舟
析
の
た
め
の
荷
風
備
的
考
山
世
間
と
し
て
、
柑
宵

錨
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

鎖
鋼
業
共
同
研
究
労
働
班

働
力
の
車
な
る
量
的
推
移
の
み
を
簡
単
に
検
討
じ
よ
う
。
織
鋼
業
従
業
員

数
の
推
移
世
梨
活
工
業
の
そ
れ
と
比
脱
す
れ
ば
弐
表
町
通
h
で
あ
る
。

製造業及ひ織鋼業従業員の推移

質数指敦賀般指数

ド和6_8年平均 2]4平1人 10日 5千2人 100 

タ 1s年 4524 211 199 382 

9 20年 2235 104 80 154 

ク 21年 12月 2340 15G 113 217 

23年10月 3313 158 12δ242 

そ会 23年12月 3-fi"::: ]62 J52 2g3 

タ 24年 10月 3039 142 150 290 

錨嗣聯盟給典課調によ<>，曲鋼業に布い

ては揮損害旬今支ず。

聞
も
製
造
工
業
の
従
業
員
監
は
昭
和
二
十
年
に
は
ほ
ぼ
六
入
年
平
均

に
等
し
〈
十
六
年
じ
比
し
て
約
半
敬
に
激
減
し
て
い
る
が
、
一
一
十
一
年
よ

第
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八
巻
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鍋
鋼
業
に
於
け
る
捗
働
力
構
成

h
徐
々
仁
培
加
し
二
十
四
年
に
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
織

鋼
業
の
そ
れ
は
一
一
十
年
に
は
十
六
年
の
約
四
O
%
に
激
減
し
て
い
る
が
、

ご
十
一
年
よ
b
順
調
じ
漸
増
し
そ
の
増
加
率
は
前
者
に
台
げ
る
よ

b
も

よ
り
大
で
あ
る
。
乙
臼
こ
と
は
職
後
の
経
済
復
興
に
お
け
名
基
幹
長
兼
と

し
て
の
銭
鋼
業
白
地
位
を
如
賀
仁
一
部
す
も
の
で
あ
る
。

夫
に
職
後
に
お
け
あ
蒋
業
種
別
労
働
者
数
は
弐
衰
の
如
玄
推
移
を
示
し

で
い
る
。

業種別勢働者推移朕況
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普
通
側
部
門
に
お
い
で
勢
倒
者
数
は
=
十
一
年
四
月
を
一
O
O
と
す
れ

ば
年
々
漸
培
し
一
一
十
宝
年
三
月
に
は
一
一
O
阿
に
濯
し
て
い
る
。
特
殊
鋼
部

門
に
お
い
て
は
三
十
一
年
四
月
を
一

0
0
3と
す
れ
ば
二
十
二
午
ま
で
は
増

加
し
て
い
る
が
、
二
十
三
年
よ
り
減
少
し
ご
十
四
年
末
に
は
七
六
t

と
な
り

二
十
五
年
三
月
現
在
僅
か
に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
鐸
鍛
鋼
部
門
に

L
M

い
て
は
二
十
一
午
四
月
号
一
O
O
と
す
れ
ば
僅
ア
P
な
炉
巴
増
加
傾
向
を

一
到
し
三
十
五
年
三
月
に
は
一
一
六
で
あ
る
。
特
挟
銑
織
及
び
ヲ
エ
ロ
ア
ロ

イ
雨
部
門
に
お
い
て
は
い
ム
ず
れ
も
培
減
し
つ
つ
も
ほ
ぼ
停
滞
的
で
あ
る
o

hr
〈
で
織
鋼
静
働
者
総
数
は
壊
後
年
々
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

と
れ
企
業
種
別
に
み
れ
ば
乙
の
傾
向
は
特
ヒ
普
通
鋼
部
門
に
L

布
い
て
著
し

t
現
れ
て
い
る
こ
と
が
朗
ら
か
で
あ
る
。
乙
の
黙
を
一
a
h具
曲
目
的
に
業
種

別
努
倒
者
数
比
率
の
排
穆
よ
り
み
れ
ば
弐
表
の
如
〈
普
通
鋼
部
門
の
勢
同
問

者
の
比
重
が
年
々
増
犬
し
、

他
部
門
の
そ
れ
は
い
や
れ
も

低
下
し
て
い
る
。
聞
も
普
通

成
鋼
部
門
の
比
重
は
二
十
一
年

作
十
一
一
月
に
主
-
-
五
%
で
あ

別
U与

り
、
=
十
主
年
三
月
に
は
六

一
一
千
九
%
ι
増
大
し
で
い
る

粧
が
、
他
部
門
の
ぞ
れ
は
相
謝

酬
的
に
侭
〈
か
つ
年
々
低
下
し

て
い
る
が
特
に
特
殊
鋼
部
門

第
六
十
八
容

四

第
四
・
王
臨
調

錦繍調査時報止り作成

業種t別勢働脅比寧の推移(%l

I~町坪 lî町2年|出間年 ||2町4年 |26明年| 

特種鋼 21.1120.61 13.81 ]0.41 ]0. 

輔使鋼 22.0110.0j 17.1i 18.71 18.41 

特殊銑鋪 2.91 3，.2; 2.21 2.gl 2.4 

ロアエイh
ロア

2.51 2.11 2.11 1.gl 1.9 

計 1]帥 01]00.01川 1]00.01100

l'、



に
お
い
て
は
二
十
一
年
十
=
月
一
一
一
・
一
%
よ

b
一
十
五
年
三
月
一

0
・

四
%
と
な
っ
で
い
る
。
こ
れ
は
敗
鞍
に
基
〈
必
然
酌
現
象
で
あ
り
、
織
鋼

購
買
倒
カ
の
再
編
成
が
普
通
鋼
部
門
守
中
心
ー
と
し
で
行
わ
れ
た
こ
と
骨
示
し

て
い
る
。
朝
鮮
動
観
筏
は
特
殊
鋼
を
中
心
と
し
て
他
部
門
も
活
濃
化
し
て

い
る
が
、
以

τ我
々
は
普
遁
鋼
部
門
を
問
題
と
し
閲
畑
及
町
小
八
幡
雨
製
鏡

所
を
調
査
劉
象
と
す
る
。
い
ま
底
知
製
鍛
所
仁
お
け
お
勢
働
者
監
の
推
移

は
弐
の
如
く
で
あ
る
ロ
(
以
下
雨
製
曲
一
昨
刷
出
数
字
は
我
々
の
調
査
に
よ
る

-
も
の
で
あ
る
)

|蹴 1指数

R日手口15勾三 1月 100 
タタ 6 100 
{- 1- 12 109 
ク 16 6 136 
タタ 12 129 
ク 17 6 1δ0 

10 172 
(/ 18 6 E担
タ t 12 228 
". 19 6 208 
T 9 12 289 
ク 20 ($ 22879 6 
tr ，.， 8 
タタ 12 137 
升 12 6 125 
長。 12 111 
タ 22 6 103 
1- ? 12 36 
j- 23 6 41 
タク 12 52 
ク:14 6 62 
タク 12 62 
ρ25 0 125 

即
ち
昭
和
十
王
年
以
降
軍
需
生
産
日
控
畏
に
作
っ
て
務
働
者
数
は
念
法

仁
増
加
し
七
炉
、
敗
血
輯
後
は
徴
減
骨
つ
づ
け
二
十
三
年
末
に
は
展
低
に
達

し
、
以
後
徐
々
に
回
復
し
ご
十
王
年
四
月
作
業
再
開
の
た
め
周
年
三
月
り

努
働
者
募
集
に
よ
り
激
増
し
て
い
る
。
八
幡
製
鎖
所
ド
お
い
て
も
弐
の
如

寺
同
一
推
移
妖
況
を
一
目
し
て
い
る
。

醐
鋼
業
に
於
け
る
第
働
力
構
成

キー

|貫教|指数

昭和 9年 27，349 人 100 

少 10 29，849 109 

ク 11 33，98J 124 

• 12 37，099 136 

13 41，116 150 

d伊 14 44，698 163 

ク 15 47，881 1.75 

(， Hl 44，02] 161 

1- 1]7 43，487 159 

• 18 43，410 159 

t 19 49，0生7 179 

• 20 24，920 9J 

タ 2J 19，779 72 

タ 22 21.，456 78 

? 23 26，546 97 

• 24 32，024 117 

(
宥
表
各
年
貫
教
は
月
平
均
で
あ
る
)

な
お
と
こ
で
は
努
働
者
。
量
的
推
移
を
表
面
的
仁
の
み
検
討
し
た
が
、

此
事
務
働
者
は
農
村
出
身
者
が
多
く
そ
の
定
着
性
は
低
い
。

戦
後
に
於
け
る
餓
鋼
労
働
力
白
編
成

孜
々
は
致
後
に
お
け
る
織
鋼
勢
働
カ
り
構
成
を
内
容
的
に
牙
析
す
る
に

先
立
ち
、
本
町
に
お
い
て
は
資
本

ιよ
4
0

勢
倒
カ
の
統
轄
、
編
制
の
覗
動

広
h
こ
れ
全
検
封
し
よ
う
D

ま
守
帯
務
卓
相
、
職
員
別
構
成
よ
h
検
討
し
よ
う
。
務
蒋
者
、
職
員
別
構

成
は
各
産
業
仁
よ
h
異
る
が
そ
の
薫
業
部
門
戸
お
け
あ
帯
蒋
者
の
路
震
を

示
し
斉
業
そ
町
も
の
の
性
格
守
現
わ
す
も
の
で
あ
る
。
主
十
製
浩
工
業
に

お
け
る
勢
務
者
職
員
別
構
成
主
百
せ
ば
突
の
通
b
で
晶
る
。

第
六
十
八
巻

四

第
同
・
五
韓

九



鍋
鋼
業
に
骨
け
る
勢
働
力
構
成

製Jlll工業の鰐務者職員別構成半(%)

l勢務者l職 員

16.3 

79，3 20.7 

82.2 17.8 

83.8 16.2 

91.6 8.4 

78.7 21.3 

82.3 17.7 

8L8 18.2 

80，7 19.3 

82.6 17.1 

(昭和24年)

苦手働省第働統計調査年報昭和国年

即
ち
T
4莱
は
商
業
'c
掛
照
的
で
あ

b
、
い
あ
Y

れ
の
部
門
も
勢
務
者
M
Y

医

倒
的
な
比
重
守
占
め
て
い
ろ
が
、
特
に
紡
織
業
に
お
い
て
大
で
め
る
。
他

の
烈
浩
工
業
に
お
い
て
は
大
差
は
な
い
か
、
金
属
士
業
は
車
問
務
者
入
一
ニ
・

七
%
、
職
員
了
六
=
一
%
市
じ
が
ち
紡
織
エ
業
、
窯
業
及
土
石
工
業
仁
弐
い

マ
や
や
串
務
者
の
比
置
が
高
い
。
い
ま
こ
れ
を
職
前

F
比
較
す
れ
ば
、
金

属
工
業
に
お
い
て

U
昭
和
J
l

十
二
年
平
均
掛
務
者
九
一
・
七
%
職
員
入

・
一
ニ
%
で
あ

b
、
職
後
に
お
い
で
は
勢
務
者
の
比
章
が
著
し
〈
低
下
し
て

い
ろ
。鍛

鋼
業
仁
お
り
る
職
後
の
勢
務
者
職
員
別
構
成
は
弐
表
の
如
き
推
移
を

一
一
山
い
で
し
る
。

即
ち
ご
十
三
年
六
月
仁
は
勢
務
者
、
職
員
別
構
成
事
は
入
西
・
九
%
劃

一
宜
・
一
%
で
晶
る
が
、
以
後
除
巴
均
一
仁
務
務
者
の
此
語
い
か
増
加
し
一
一
十
五

円旦l土

第
六
十
八
巻

四
gg 

第
四
・
王
輯

O 

員

10司1

14.2 

14.1 

註

時
務
者
は
工
員
及
び

種
々
白
臨
時
エ
を
合

弘
明
、
職
員
は
事
務
員

技
術
員
よ
り
な
る
。

23年6月

6 

6 

24 

。k.v 

年
六
月
に
は
入
玉
・
九
%
割
一
四
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま
仁
三
十
二

年
一
二
月
織
剣
復
興
曾
議
調
に
よ
る
五

O
工
場
の
調
査
仁
よ
れ
ば
、
勢
務
者

入
二
・
五
%
、
職
員
一
七
・
主
%
で
あ
ち
掛
務
者
の
比
重
は
二

f
三
等
よ

h
も
高
い
(
安
本
・
最
近
の
鑓
制
業
場
務
偶
記
)
。

右
仁
よ
h

り
織
鋼
業
に
あ
い
て
は
践
後
弐
第
ド
ド
掛
務
者
向
比
京
が
増
加
し

つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
こ
れ
そ
敵
前
仁
比
較
し
よ
う
。
工
場
耕
計
よ

h
作
成

せ
あ
数
字
仁
土
れ
は
昭
和
十
1
十
三
今
平
均
勢
務
者
九
一
・
一
一
%
、
聯
員

入
・
八
%
で
あ
り
、

V1
七
半
に
は
務
務
者
八
六
・
九
%
、
職
員
一
コ
了
一

%
で
あ
る
。
ま
士
十
五
年
の
十
人
工
場
の
調
査
仁
よ
れ
ば
、
沙
諸
者
λ
入



-
主
問
、
職

J

員
二
・
壬
%
で
あ
る
(
製
鍋
参
考
費
料
)
。

か
〈
て
鞍
前
に
お
い
て
は
傍
務
者
の
比
重
げ
か
極
め
て
高
〈
、
以
後
十
札
第

に
低
下
し
問
壊
後
特
に
甚
し
か
っ
た
が
最
近
徐
々
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ

と
が
知
広
川
る
の
で
あ
る
。
更
に
具
腫
的
に
賢
畑
及
び
入
幡
雨
製
織
所
仁

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

利幡製織所の勢務者職員別構成の推移

賃数|比車賃数|比率

明9 治3357年 80.1 438 19.9 
83_7 ?041 ]6.8 

ク 40 92.9 844 7.1 

大タ正 R 8 92.日 971 'i .4 
4JL9 

1213，，4986064 7 8 
8.1 

タ 12 90.0 10.0 
日9目干日 6 1 92.7 7.3 

21，404 、90.7 2，206 9.3 
y 12 93，366 !J3.6 2，954 。.4
fr 16 46，932 92.3 5，723 7.7 ， 10 57，2oO Si5，3 9，853 14.7 
ク 20 :10，068 84.1 日，67o '15.9 
タ 21 23，700 82.7 4，96:1 17.3 
:- 22 23，487 83.4 I 4，674 16目6
タ 23 31，619 12.8 
ク"" 3.3，925 86.7 I 5，198 l3.3 

右
表
じ
よ
れ
ば
慌
畑
製
織
所
に
お
い
て
は
職
時
中
に
は
工
員
の
比
重
い
か

極
め
て
高
〈
同
つ
同

E
費
動
し
な
か
っ
士
一
ペ
職
筏
会
搬
に
低
下
し
二
十

蝿
鋼
業
区
於
け
る
努
働
力
構
成

康i]!腿館所の掛務者職員別構成のlIf移

|央放|比挙費敏1比 率

昭和16&j沼月 叩 9 川|
ぢ~ 17 12 δ，105 I 91.6 
， 18， 12 I 6，749 I 91，6 

チ 19 12 8，555 92.5 69o 7.5 I 
ク 20 8 8，184 91.4 770 8，6 

少 20 10 4，871 86.2 778 1，3.8 

ρ2J 12 3，294 84.9 632 1.5.1 

'" 22 9 2，467 83.7 551 18.3 

? 23 9 1，457 75.1 4t:!3 24.9 

? 24 9 1，845 77.6 532 22.4 

-:- 25 8 3，481 82.1 627 17，9 

但し労務者はL員心事 f職売を合ま F。

三
年
に
は
ご
四
九
%
に
達
し
、
二
十
四
年
よ

h
再
び
問
復
の
傾
向
を
一
目
し

て
い
る
炉
三
十
五
年
入
月
現
在
な
和
一
、
七
・
九

μで
あ
る
。
換
言
オ
れ
ば

職
時
中
に
は
職
員
一
人
骨
工
員
一

0
・
入
人
で
あ
る
が
、
職
後
二
十
=
一
年
ー

の
三
人
骨
最
低

c
し
二
十
主
年
に
は
宜
・
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
八
幡
製

銭
所
に
お
い
て
も
時
間
の
す
れ
は
あ
る
が
ほ
ぼ
同
一
の
傾
向
を
一
訴
し
で
い

る
cか

く
て
餓
鋼
業
に
お
げ
る
掛
務
岩
、
職
員
別
構
成
に
つ
い
て
は
特
徴
的

第
六
十
八
巻

一
四
五
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四
・
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輔
鋼
業
に
於
け
る
捧
働
力
構
成

な
こ
と
は
、
職
後
郵
務
者
の
占
め
る
比
重
が
念
激
に
低
下
し
に
こ
と
で
あ

お
。
か
か
る
傾
向
は
草
市
産
業
ド
お
い
て
は
敗
鞍
に
基
悶
す
る
一
腔
的
現

象
で
あ
る
が
、
ま
4γ
敗
酸
後
仁
和
吋
石
解
頭
、
相
世
聴
が
主
と
し
て
勢
務
者

側
に
お
い
て
よ

h
大
巾
に
な
さ
れ
七
こ
と
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
且
つ
敗

鞍
後
。
解
雇
人
員
は
構
成
別
仁
み
れ
ば
新
規
徴
用
工
、
車
徒
、
女
子
挺
身

殴
及
び
臨
時
工
等
い
わ
ば
干
級
労
働
宥
を
主
睡
と
し
た
も
の
で
必
品
。
他

方
、
遊
休
施
読
の
増
加
に
拘
巴
宇
統
制
事
務
の
増
加
、
時
後
の
食
絹
難
及

刊
日
住
宅
難
じ
翠
〈
一
胴
利
厚
生
事
誌
の
培
加
、
勢
働
運
動
開
係
に
お
付
る
職

員
増
加
等
む
原
因
に
よ
っ
て
職
員
は
む
し
ろ
相
艶
的
に
増
加
す
る
に
至
つ

f
り
で
あ
る
。
但
し
最
近
傍
務
者
の
比
重
が
除
々
に
増
大
し
て
い
る
こ
ー
と

は
、
織
鋼
業
の
再
編
成
過
程
が
準
行
し
作
業
再
開
に
幕
〈
必
然
的
現
象
で

あ
ろ
う
c

突
に
努
務
者
及
び
職
員
そ
の
も
の

P
構
成
に
つ
い
て
筒
車
な
強
討
を
加

え
て
L

布
こ
う
。

土
4
1

労
務
者
に
つ
い
て
司
令
の
技
能
的
構
成
田
問
題
は
後
に
明
十
り
、
こ

乙
で
は
工
員
と
腕
時
工
士
る
酷
郁
夫
と
の
椿
成
比
事
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

臨
時
工
は
我
函
に
む
い
で
特
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
の
探
同
は
周
知

の
如
〈
努
働
係
件
を
切
下
げ
恐
慌
守
国

b
向
け
る
七
め
の
根
本
的
な
手
段

'
と
し
で
資
本
家
に
よ
っ
で
常
に
採
用
8
れ
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
c

工
員
、
職

十
六
別
鴎
成
の
推
移
欣
況
仁
ワ
い
て
、
長
も
統
計
の
整
備
し
で
い
る
八
幡
製

餓
に
つ
い
て
み
れ
ば
弐
表
的
通
b
で
あ
品
。

第
六
十
八
巻

四
占ノ、

第
四
・
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工員，職夫別構成(八幡)

一比率出〉
王器夫工 員 | 職 夫

明治E2480年 71.8 28.2 
80.2 HL8 

タ 8 73.2 26.8 
タ 12 74.9 25.1 

昭タ和 61 77.'5 22.5 
78.0 2:&.0 

タ 12 79.8 20.2 
'" 16 94.8 5.2 
タ 19 99.4 0.6 

タ 20 30，068 99.3 0.7 
タ 2] 23，700 98.9 】目i
タ 22 23，489 99.0 1.0 
タ 23 31，619 88.7 11.3 
'" 24 33，926 88.9 11.1 

J 

削
ち
八
幡
製
織
所
に
む
い
て
は
験
前
に
は
職
尭
が
比
較
的
多
〈
繍
勢
務

者
の
約
二

O
%以
上
が
常
に
こ
れ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
に
の
で
あ

る
。
鞍
時
中
は
畔
郁
夫
は
相
調
的
か
っ
絶
調
的
に
減
少
し
て
い
る
が
、

ιれ

は
生
産
摘
充
の
た
め
従
来
の
職
夫
い
か
工
員
に
編
入
さ
れ
七
こ
と
に
よ
る
で

あ
る
う
。
併
し
な
が
巳
職
後
仁
お
い
ー
は
再
び
職
夫
が
激
増
し
て
い
る
。

底
畑
製
織
所
に
台
け
る
工
員
、
職
夫
の
構
成
事
は
更
に
高
〈
、
一
一
十
五
年

七
月
現
在
、
工
員
三
、
八
九

O
人
(
七
九
・
ニ
出
)
、
職
夫
一
、

O
一一一ニ

人
(
ニ

0
・
八
が
}
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
せ
る
資
本
家
の
意
闘
が

餓
鋼
業
再
繍
成
過
将
に
既
に
現
わ
れ

t
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
ま
七
職
夫
の
増
加
は
勢
倒
組
合
を
弱
睦
化
す
る
(
職
夫
は
暗
ど
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
)
」
と
が
も
看
温
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

職
夫
の
作
業
内
市
什
を
慣
畑
製
鍛
所
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
荷
役
(
妥
車
)



U
T

六
O
七
人
(
五
九
・
三
必
)
-
で
最
b
多
〈
、
こ
れ
に
次
い
で
院
運
九
六

人
(
九
・
三
が
)
、
土
建
凹
六
人
(
凹
・
五
正
月
)
等
が
多
く
、
直
接
生
産
過

程
じ
従
事
す
る
も
の
は
比
較
的
僅
少
で
あ
る
。
即
ち
製
銑
課
の
聴
央
は
一

宝
人
、
製
鋼
訴
は
九
人
、
医
延
謀
は
=
二
人
に
す
ぎ
な
い
。
職
夫
は
低
賃

銀
で
は
あ
る
が
賓
質
的
に
は
常
備
さ
れ
て
お

b
工
員
と
異
晶
、
と
と
ろ
は
な

い
が
、
更
に
い
わ
ば
社
外
工
と
し
で
文
字
通
り
臨
時
に
使
用
さ
れ
る
日
傭

傍
働
者
の
一
軒
が
あ
る
。
い
ま
底
知
製
時
間
所
仁
つ
い
て
み
れ
ば
、
ヂ
れ
を

「
温
込
」
と
稽
し
随
時
、
主
と
し
て
附
近
の
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
傭
い
、

臨
時
作
業
仁
使
用
し
て
い
る
。
一
一
十
五
年
七
月
に
は
こ
り
「
詰
込
」
の
延

人
員
は
=
一
、
七

O
O人
で
あ
り
(
う
ち
晃
一
一
、
九
六
五
人
、
女
七
三
E
人)、

一
日
平
均
二
一
一
二
人
で
聴
夫
の
一
一
一
%
に
達
し
て
い
る
。

夫
に
職
員
に
お
け
る
事
務
員
、
技
術
員
別
構
成
を
霊
察
し
よ
う
。
昭
和

一
一
十
四
年
二
十
三
工
場
の
調
査
仁
よ
れ
ば
、
事
務
員
一
、
入
八
六
人
(
六

一
・
=
一
同
)
、
技
術
員
一
、
一
九
二
人
(
三
八
・

8

七
%
)
の
比
率
を
示
し
て

い
る
(
努
務
語
信
、
一
八
九
続
三
い
ま
こ
れ
や
工
場
統
計
よ
ち
作
成
せ

る
鞍
前
の
昭
和
十
十
二
年
平
均
の
比
率
、
事
務
員
百
七
・
九
%
、
技
術

員
四
=
一
・
一
%
じ
比
較
す
れ
ば
、
鞍
後
に
む
い
で
事
務
員
の
比
置
が
増
し

/
技
術
員
の
ぞ
れ
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ア
い
る
。
麗
畑
製
鎖
所
仁

和
け
4
0

雨
者
の
構
成
事
は
弐
の
通

h
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
同
一
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
〈
敗
賎
後
の
生
産
縮
少
乃

毒
止
再
編
成
の
泊
料
品
悔
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ち
作
品

再
開
に
仲
つ
で
技
術
員
の
比
重
は
瞥
然
験
前
の
そ
れ
仁
復
関
計
る
傾
向
者
.

鍬
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

事務員技術員別構成(慣畑)

l事務引技術員

官数|比 貸数l竺土

昭和18年12Jl! 49.9 310 50.1 

ク 19 12 343 49.4 362 50.6 

タ 20 8 392 50.9 378 49.1 

~ 20 10 382 49.1 396 50.9 

I 9 2] J2 348 55唱1 284 44.9 

p 22 9 304 55.2 247 4.4..8 

0'/ 23 9 323 66.9 160 33.1 

タ 24 9 346 64.8 187 35.2 

引
で
晶
ろ
う
。
監
に
お
い
て
は
二
十
一
二
宮
ピ

1
2し
て
乙
の
傾

向
が
現
わ
れ
始
一
め
て
い
る
。

衣
に
技
術
員
と
勢
帥
暑
と

m
比
率
は
後
辿
す
4
0

勤
積
年
数
、
畢
歴
事
と

共
に
弊
倒
売
の
技
能
的
構
浩
を
一
市
す
重
要
な
る
指
標
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
簡
卑
に
職
前
殴
後
に
お
け
る
推
移
を
検
討
す
る
じ
止
め
る
。
工
業
梼
圃

力
の
技
能
的
構
成
じ
む
い
て
は

k

技
術
員

ω保
有
事
の
高
い
機
械
椿
具
工

業
と
ヲ
え
れ
の
侭
い
紡
織
工
業
?
と
の
野
照
的
な
ご
つ
の
型
い
か
あ
り
、
金
属
工

第
六
十
八
巻

凹
七

事
四
・
五
輔
副



業
、
富
山
業
等
は
そ
の
中
間
的
な
型
で
あ
る
。
い
主
織
鋼
業
じ
お
け
る
技
術

員
一
入
賞
ち
野
務
者
教
を
工
場
統
計
よ

h
茸
目
す
れ
ば
、
昭
和
十
十
一
一

年
平
崎
約
二
五
人
で
あ
る
。
酷
開
後
昭
和
ご
十
二
年
一
一
一
月
織
鋼
復
興
骨
識
調

に
よ
る
普
通
鋼
荒

O
工
場
白
調
査
に
よ
れ
ば
、
按
管
員
一
人
嘗
ち
豹
一
一
一

人
で
あ
る
(
安
本
、
前
掲
書
)
。
贋
畑
製
織
所
に
お
け
る
技
術
員
一
人
瞥

b
工
員
監
の
推
移
を
み
れ
ば
究
り
遁
b
で
あ
あ
。

A
 

0
0
 

0
4
 

鍋
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

技術員一人首士員星空

(関畑7

24.3 

12.3 

11.6 

10.0 

21.7 

タ 19年12Jj

~ 20年 8Jj

昭和18年12月

ク 20年10且

~ 21年12且

• 22年 9月

9.1 

9.9 

タ 23年 9月

タ 24年 9 ・用

か
〈

t
こ
日
少
い
資
制
に
よ
っ
て
も
、
大
憶
の
傾
向
と
し
て
鞍
時
中
技

街
員
の
保
有
事
い
か
低
下
し
.
職
後
再
刊
日
除
々
に
高
ま
h
つ
つ
あ
る
こ
、
と
が

知
ら
れ
る

t
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
越
せ
不
動
後
労
務
岩
側
の
大
量
。
解

雇
、
握
職
、
そ
れ
に
つ
づ
く
織
鋼
業
の
再
編
成
温
程
に
照
躍
す
る
も
の
で

あ
る
う
。

労
倒
力
の
技
能
的
構
成
に
関
聯
し
て
更
に
工
員
に
お
吋
る
役
付
工
と
普

通
工
、
と
の
比
率
が
問
題
ー
と
な
る
0
.

こ
れ
に
関
聯
し
て
雨
者
の
関
係
に
つ
い

て
は
究
臨
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
責
畑

製
銭
所
を
例
ー
と
し
で
両
者
臼
構
成
寧
の
推
移
仁
ふ
れ
る
仁
止
め
る
。

第
六
十
凡
巻

四
八
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工員の瞳舟別檀成の推移(賢畑)

貨敷壁塁 質敷 構比成車 寅数 構比数車

8t 15f 4.4い子 82.1入
1 I 18.8 

70 218 
1 I 19.1 

/ 

]:30 244 
1 I 31.2 

!- 25 70 1 μののσ4のM 

1 I 10.7 

右
表
に
よ
れ
ば
、
役
付
ヱ
一
へ
嘗
普
通
工
監
は
職
時
申
漸
増
し
、
践
後

に
お
い
て
は
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
は
職
時
中
品
目
働

者
が
念
増
し
未
熟
練
白
普
遁
工
世
統
制
、
指
草
す
る
士
治
役
付
工

F
増
加

し
た
に
も
拘
ち
守
普
遁
工
の
増
加
が
よ
り
大
で
あ
り
、
他
方
駿
後
に
お
い

T
は
前
越
せ
る
如
〈
普
讃
工
に
お
い
て
解
雇
、
退
職
が
行
わ
れ
七
こ
と
を



如

貫

に

示

し

て

い

る

。

る

技

能

的

構

成

が

具

種

的

に

は

如

伺

に

生

建

行

程

に

編

制

さ

れ

て

い

る

で

以
上
、
技
衡
員
劉
掛
務
者
及
び
役
付
工
掛
普
通
ヱ
の
比
率
を
考
察
4
9
Q

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
商
畑
製
鰐
所
に
お
け
る
主
要
生
産
仔
棋
を
表
示
す

こ
と
に
よ
っ
で
館
側
傍
働
力
に
お
付
為
技
能
的
構
成
に
ム
れ
た
が
、
か
か
る
に
止
め
る
。

「
物
品
締
出
受
入
管
理

|
1整
理

1

4

岨
丁
食
医
番
休
憩
所
管
理
|
|
弾
事

z

=

=

1

ー

分

析

作

業

I
1分
析

-
|
工
務
掛
組
長

l
何
長

l普
通
工
一

一

「

修

理

作

l曲
郁

夫

va 

品
草

津~2

:=5 
1一一菅

10~職;遇~68
夫 工

「 下T←寸
原 盤k 修

耕 i軍
取四隠

扱血理
作一作

業業業

内 11
槽原陣起
械室
浬料料槽
韓建
主工工輔

ヱ

理

エ工工・

業

プド克仕事世銀熔築

上纏冶接自主

エエエ工工工工

業

l
|製
銑

工

業

1
i槽
械
謹
聴
工

業
|
|
槽
械
謹
聴
エ

業
|
|
横
械
謹
輔
エ
ー

業

|

|

熱

風

工

島

L
1起
重
構
撞
縛
工

雪
一

1
製

銑

エ

作

業
l
汁
蜘

工工

綾上

餓
鋼
業
医
於
け
る
勢
価
力
構
成

-

尿

糾

装

入

作

業
l
1
1
樺
械
題
輔
て

回

九
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錦
鋼
業
に
於
け
る
時
働
力
構
成

議=技術員17
謀

翼=14

芸~38

「守
9~職遁~400
夫工

」

法 英

の
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理

品
械
及
己に

望
標
達
開業

事「」ー!
| 起仕鍍二昆木築整

室主
機"ー上
運理
輔車事
エ エエヱコニコニコ二エ
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回

一

|

起

重

機

運

鴎

作

業

1

|

起

重

機

運

輔

エ

漬

下

電

無

罪

聴

作

業

ー

!

電

気

運

鞄

工

矧

2

沼

叫

下

整

理

作

業

1

1

整

理

工

寸

三

出

一

=

下

前

判

断

作

業

1

1

耳

断

主

隈
延
謀
|
組
長
侃
長
I
l
普

通

工

一

精

整

作

芋

|

精

整

工

一

下

匪

延

作

業

i

l

座

延

ヱ

「

職

夫

下

劃

熱

作

業

1
採

櫨

工

一
一
一
一
lr

剖

一

|

材

桝

手

入

作

業

i

1

庇

倒

工

一

ー

小

鋼

片

明

断

作

業

1

i

蕗

醗

工

、

下

小

鋼

片

墜

延

作

業

i

l

醸

延

工

τ鋼
片

受

掛

作

業

1
1整
理

工

丁

分

塊

壇

断

作

業

|

i

蕩

断

エ

下

分

塊

師

団

延

作

業

1

l

匪

延

工

τ袋
入

機

運

間

作

業

|

|

機

械

蓮

輔

エ

「

均

鶏

煉

鍋

陸

作

業

l
l操
煙

エ

我
々
は
鞍
後
仁
お
付
る
錦
繍
勢
倒
カ
編
制
の
推
移
T
概
説
し
七
。
敗
聾

後
鍛
鋼
業
は
大
な
る
打
撃
を
う
け
勢
働
者
特
仁
下
級
品
買
働
者
の
大
量
の
解

履
退
職
に
件
い
職
員
府
の
相
野
的
増
加
が
な
さ
れ
亡
が
、
や
が
て
再
編
成

過
程
の
裂
展
、
作
業
再
開
に
作
っ
て
濁
占
利
潤
を
確
保
せ
ん
と
す
志
織
銅

資
本
町
一
意
圃
は
漸
く
表
面
化
し
、
職
種
別
構
成
、
技
能
的
構
成
い
す
れ
に

お
い
て
ち
改
善
さ
れ
駿
前
の
ぞ
れ
仁
復
関
A
ん
下
と
す
る
傾
向
宣
布
し
て
い

る
。
し
か
も
な
お
墜
削
の
水
倫
中
に
は
蓮
し
難
い
欣
抽
出
ド
あ
お
。
以
下
我
々

は
勢
働
力
蹄
成
を
よ

b
具
樫
的
に
分
析
し
、
そ
の
霊
能
を
明
ら
か
に
し
よ

う。

胡
(
補

6
v

m(楠
6
)

日
(
補
6
)

刷

出

(

補

6
)

釘
(
補
6
}

帥
(
補
9
)

必
(
補

6
)

お
(
補
3
)

AA 
4
 

9
 

m(補
4
)

日
A

補
o
a
)

0
4
 

却
(
補

3
)

4''' 
銭
鋼
労
働
力
構
成
白
内
容
的
分
析

A

性
別
構
成

性
別
構
成
は
努
働
力
白
壁
を
規
定
す
る
一
要
因
で
あ
る
が
、
致
後
に
か

げ
る
春
極
製
造
工
業
別
り
そ
れ
を
み
れ
ば
弐
表
の
如
〈
異
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
各
部
門
別
に
こ
れ
を
検
討
す
れ
ば
、
従
来
と
同
じ
〈
男
子
の
比
重

の
高
し
金
属
、
機
械
器
具
工
業
|
章
工
業
型
と
女
子
仁
依
存
す
る
紡
織
工

莱
!
軒
工
業
型
四
二
つ
日
野
照
的
な
型
が
見
出

rき
れ
る
。

錨
鋼
業
に
於
け
る
捗
働
力
構
成

第
六
十
八
巻

且

第
四
・
五
競

七



鋪
制
業
K
於
け
る
第
働
力
構
成

製EZ-工業におりる性別構成

(昭和24年 11月)

業 種| 持 1て

86，8 I ]3.2 

機械器具工業 87.0 13.0 

fc皐 工 業 '75.1 24.9 

窯業及土君工業 74.5 25.5 

紡織工業 2'7 <) 72.8 

製材及木製品工業 81.2 18.8 

全料品工業 41.2. 58.8 

印刷製本業 73.o 26.5 

そり他白エ業 51.0 49.0 

帳 三塁 業 94.7 5.3 

勢働省労働統計調査年報

昭和24年， 26頁。

職員努務者別性別構成

職 種再T出。年月 11 266年且

男 82.746 

職員女 17.6 16.7 

言十 100.0 100.01 ]00.0 

男 92.6 93目5 94.3 

若手務者 女 7.4 65 57 

昔「 ]00.0 100.0 100.0 

‘ 

計 女計男

91.] 92.0 92.6 

合 8.9 8.0 7.4 

100.0 100.0 やO.Q

第
六
十
八
巻

三五

第
四
・
五
披

八』

鎖鋼調査時報 No.1まり

鍛
銅
業
務
働
N
M

軍
筋
高
熱
努
働
で
あ
り
本
来
女
子
に
は
適
し
て
い
な
い

が
、
そ
の
性
別
構
成
は
、
弐
表
の
如
〈
典
担
的
だ
重
工
莱
型
を
一
目
し
て
い

zo
印
ち
-
一
十
三
年
六
月
に
は
町
内
九
一
・
一
%
、
女
入
・
九
%
で
あ
b
、

一
一
十
百
年
六
月
に
は
男
九
二
・
六
%
、
女
七
・
内
%
と
な
b
、
男
子
白
比

重
が
極
め
て
高
〈
且
つ
年
々
増
加
し
亡
い
る
。
同
開
時
中
に
は
女
子
炉
増
加

し
て
柄
男
入
五
%
、
女
一
五
%
に
注
し
て
い
た
が
、
職
後
に
は
究
第
に
鞍

ι

聞
の
吠
態
に
復
し
つ
つ
あ
る
。

究
に
職
員
、
勢
務
者
別
に
性
別
構
成
ゃ
除
討
し
よ
う
。
右
表
に
よ
れ
ば

前
者
に
お
い
て
は
男
入
二
・
凹
封
入
三
・
一
二
%
、
女
一
七
・
六
%
一

六
・
七
%
で
あ
h
、
後
者
じ
お
い
て
は
男
九
一
・
一
%
l
九
二
・
六
%
、

女
入
・
九
%
l
七
・
四
%
で
あ
る
。
闘
争
勺
職
員
よ
り
も
勢
務
省
に
お
い
て

男
子
の
比
震
が
大
で
あ
り
、

H
7
r
φ
増
加
山
中
も
よ
う
宜
向
'
¥
他
方
京
千

は
主
ー
と
し
て
事
務
関
係
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
品
る
。

と
と
ろ
で
性
別
構
成
は
事
務
闘
係
に
お
け
る
よ

b
b勢
務
関
係
に
お
い

て
傍
働
の
質
を
規
定
す
る
意
味
仁
お
い
て
よ

b
宜
要
な
意
義
を
有
オ
る
も

の
で
あ
る
。
い
ま
康
問
λ
幡
爾
製
鏡
所
に
お
け
Z
郵
務
者
の
性
別
構
成
は

弐
の
如
き
推
移
を
示
し
て
い
る
(
但
L
臨
時
工
を
同
怖
く
)
。

聞
も
慶
州
に
あ
い
て
は
昭
和
十
六
年
十
三
月
仁
は
男
子
九
九
・
四
%
、

女
子

0
・
六
%
で
あ
る
が
、
十
九
年
十
二
月
及
び
三
十
主
年
入
月
に
は
い

4
7

れ
も
男
子
九
七
・
一
%
女
子
二
・
九
切
で
品
名
。
但
し
十
九
年
の
統
計

に
は
強
制
女
子
勢
働
者
が
計
上
さ
れ

τい
な
い

t
め
、
質
際
の
女
子
勢
働

者
は
よ
h
J
大
と
な
ヲ
均
等
で
あ
る
。
八
幡
に
お
い
で
は
昭
和
九
年
の
九
入
・

一
%
割
一
・
九
%
の
男
女
比
が
二
十
四
年
六
月
仁
は
九
0
・
九
%
掛
九
・

-
%
、
一
一
十
五
年
六
月
に
は
九
一
・
三
%
劉
入
・
入
%
?
と
な
っ
て
い
る
。



勢務者性別構成(庚畑)

女

車
ー
寸
比
一
日

…一色白川一
li 子

右
仁
よ
り
ま
十
悶
製
織
所
'
と
ち
に
男
子
第
働
者
の
占
め
る
比
重
い
か
高
い

が
、
特
に
民
畑
に
お
い
て
著
し
〈
第
二
に
酷
瞬
時
中
に
女
子
努
働
者
の
比
重

が
増
加
し
踏
後
じ
は
再
び
こ
れ
が
減
少
し
つ
つ
め
る
こ
と
が
見
出
亡
さ
れ

る
。
雨
辺
銭
所
者
比
較
し
て
特
仁
注
目
て
へ
き
と
と
は
、
蹟
畑
に
お
い
て

[式出=云己吉子寧
男 |4r人|引な人|う:;13::1f

錨
鋼
業
忙
於
け
る
労
働
力
構
成

は
特
に
男
子
明
労
働
者
の
陥
草
川
r
商
く
前
掲
せ
る
杢
圏
平
均
よ
h
も
大
で
あ

る
、
こ
と
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
製
銭
所
そ
れ
り
も
の
の
阿
部
的
事
情
と
し
て

は
闘
畑
ド
い
お
げ
る
生
産
設
備
の
近
代
化
、
A
A
n

理
化
じ
基
〈
で
あ
ろ
う
。
勿

論
註
代
化
A
A

口
理
化
が
充
分
に
行
わ
れ
亡
場
令
に
は
女
子
持
働
者
自
就
業
し

う
る
作
業
範
閣
が
横
大
す
お
筈
で
あ
る
が
、
現
在
U
我
園
識
鋼
業
に
、
お
い

て
は
か
か
る
段
陪
に
ま
で
は
到
達
し
て
お
巳
や
従
つ
で
女
子
は
生
産
的
勢

倒
に
は
泊
し
て
お
ら
す
、
主
と
し
て
耕
作
業
仁
続
事
し
て
い
る
。
由
州
に

お
い
て
は
生
産
設
備
の
近
代
化
、
合
理
化
に
伴
っ
て
女
子
の
従
事
す
る
か

か
5
雑
作
莱
炉
設
ろ
科
度
排
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
か

ιで
あ
ろ
う
。
更
に

重
要
な
要
因
と
し
て
立
地
憐
刊
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
関
則
は
債
汎

な
周
漫
の
農
府
保
働
力
に
依
存
し
て
お

b
F昭
和
二
十
五
年
ゼ
月
現
在
野

働
者
自
約
八
O
M戸
川
以
上
が
勝
内
か
ら
孟
勤
し
て
い
る
)
、
特
仁
女
子
は
家

計
補
充
的
一
時
的
じ
就
職
レ
経
っ
て
ま
に
主
と
し
て
事
務
関
係
、
給
仕
等

r就
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

j

、
右
の
如
〈
競
剣
菜
仁
和
い
て
は
女
子
の
比
重
は
極
め
て
侭
い
が
、
如
何

な
る
帥
労
働
に
従
事
し
て
い
る
か
を
具
艦
的
仁
除
討
し
よ
う
。
康
問
製
織
所

仁
お
い
て
は
昭
和
二
十
宝
年
入
丹
現
在
、
所
詞
甥
場
仁
鍋
〈
女
子
の
総
数

は一

O
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
調
穀
掛
が
最
も
多
く
九
三
人
(
丸
一

.
一
ガ
)
を
占
由
、
作
業
内
容
は
事
務
或
は
給
仕
で
あ
る
。
他
の
九
人
の

う
ち
五
人
は
給
壮
、
一
人
は
土
娃
献
の
宵
寝
買
掛
で
あ

h
、
残
h
m
一ニ人

が
土
作
献
の
抄
落
レ
作
業
に
使
事
し
亡
い
お
。
即
ち
女
子
努
働
者
川
主
要

生
産
仔
桂
に
は
閥
興
し
て
お
ち
ゃ
補
助
的
生
産
行
程
に
極
め

τ例
外
的
に

第
六
十
八
怨

五

ブL

第
四
・
王
監



鋪
鋼
業
医
於
け
る
持
働
力
構
成

容
有
し
亡
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

入
隅
製
織
所
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
王
年
十
一
一
月
現
在
、
女
子
勢
働
者

主
八
三
人
の
う
ち
輸
事
工
二
士
二
人
(
三
九
・
六
百
)
、
整
備
工
八
一
人

(
二
一
一
・
九
%
)
、
整
理
工
六
九
人
(
一
一
・
八

M
Y
検
査
工
六

O
人
(
一

0
・
一
一
-
財
)
で
練
散
の
七
五
・
六
拘
や
占
執
り
て
い
る
。
そ
の
他
の
女
子
努

働
者
は
成
形
工
二
九
人
、
原
料
工
ご
七
人
、
築
嬬
ヱ
一
主
人
、
骨
折
五
一

二
人
、
窯
業
原
斜
工
九
人
、
賞
隙
工
夫
人
、
金
属
プ
レ
ス
ヱ
六
人
、
グ
ー

ル
骨
澗
工
大
人
」
薬
士
五
人
、
ボ
ル
ト
工
主
人
、
電
気
組
立
工
軍
人
、

遁
信
電
気
工
主
人
、
矯
物
工
四
人
、
化
成
工
三
人
、
製
闘
工
、
混
茨
工
、

一
一
石
茨
乾
澗
工
、
平
削
工
‘
電
気
運
持
主
各
一
人
で
あ
る
。
印
ち
八
幡
ド
お

い
て
も
止
子
勢
倒
岩
は
主
要
件
淳
行
程
仁
は
始

E
開
興
せ
守
、
補
助
的
乃

至
は
副
弐
的
生
産
勢
価
に
模
事
し
て
お
り
目
つ
筒
車
な
腕
作
業
を
行
う
者

が
極
め
て
多
い
。
更
に
か
か
る
斡
作
業
に
お
付
る
女
子
静
働
者
の
男
女
総

数
に
劃
す
る
割
合
を
み
れ
ば
、
雑
事
主
四
五
・
四
%
、
機
査
工
一
一
一
一
%
、

整
備
工
二
一
・
九
%
、
整
理
工
六
・
八
%
で
あ

h
、
と
こ
に
お
い
て
も
雑

事
工
を
除
き
男
子
努
倒
宥
の
比
置
が
陛
倒
的
に
高
い
。

併
し
な
が
ら
前
例
封
鎖
所
骨
比
較
す
る
と
き
一
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
底
畑

に
L

担
い
で
は
殆

E
す
べ
て
の
女
子
炉
事
務
関
係
乃
至
は
給
仕
で
あ
る
に
反

し
て
八
幡
に
台
い
て
は
女
子
炉
少
数
で
は
あ
る
が
所
詞
肉
麓
努
働
者
と
し

で
各
種
の
生
産
仔
程
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
で
あ
b
、
女
子
附
労
働
者
の
一
一

つ
ω
型
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
一
し
つ
い
て
は
後
に
再
び
、
ふ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

第
六
十
八
巻

五
回

第
四
・

Z
輔
副

O 

最
後
に
鍛
鋼
業
に
お
い
で
比
較
的
多
く
特
徴
的
で
あ
る
臨
時
ヱ
の
性
別

構
成
を
隈
畑
製
蟻
所
に
つ
い
て
撒
討
じ
よ
う
。
間
畑
に
お
け
る
臨
時
工
た

る
職
夫
一

O
一
一
一
一
一
の
う
ち
男
子
九

O
五
人
(
八
八

-
E
N
)
、
女
子
一
一

八
人
(
一
一
・
五
出
)
で
品
り
、
こ
の
部
門
に
お
い
て
ち
男
子
の
比
重
が

欧
倒
的
で
あ
る
。
聴
夫
の
作
業
と
し
て
は
荷
役
が
主
た
る
も
の
で
、
六

O

七
人
(
豆
九
・
=
一
再
)
の
う
ち
女
子
は
僅
か
一
六
会
一
・
六
区
)
仁
す
ぎ

な
い
。B

 
年
令
構
成

い
う
ま
で
も
な
〈
.
年
齢
構
成
は
菜
種
、
勢
倒
憐
件
の
如
何
に
よ
っ
て

ぞ
れ
ぞ
れ
具
っ
た
様
相
を
呈
示
す
る
。
織
制
業
の
場
合
、
基
本
的
に
は
餓

釧
勢
働
の
技
術
的
保
件
及
び
傍
倒
諸
僚
件
が
館
鋼
勢
働
者
の
年
齢
構
成
を

現
制
す
る
が
、
わ
炉
閤
織
鋼
業
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
招
来
せ
ら
れ
七
特
殊

事
情
H
即
ち
敗
職
に
よ
る
軍
需
産
業
り
平
和
産
業
へ
の
轄
換
、
こ
れ
に
塞

い
て
白
大
量
醇
題
、
そ
の
後
の
復
興
H
F織
鋼
算
働
力
の
年
令
構
成
に
彰

響
し
、
殿
前
1c
具
つ
↑
L

様
態
仁
し
て
い
あ
こ
と
色
考
え
な
け
炉
ば
な
ら
な

現
賓
の
織
鋼
労
働
者
の
年
令
構
成
が
如
何
な
る
色
白
で
あ
る
か
は
‘
一

つ
は
勢
働
生
産
性
の
問
題
に
関
係
す
る
。
即
ち
霊
訪
高
熱
作
業
の
鑓
鋼
努

倒
に
誼
脳
出
し
た
年
令
府
の
勢
倒
有
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
餓
削
剛
業
の
技

術
的
立
場
か
じ
必
要
と
さ
れ
る
熟
練
度
を
保
持
す
る
勢
働
者
で
あ
る
か
、

(
と
れ
は
切
論
勤
積
年
数
が
重
要
な
親
貼
た
る
も

ω
で
あ
る
が
、
そ
の
闘

聯
に
於
て
年
齢
構
成
が
注
意
さ
れ
る
)
四
解
明
に
よ
っ
で
考
M

罰
さ
れ
る
。



働
岩
の
年
齢
層
構
法
の
質
態

F
明
か
に
し
、
そ
の
後
仁
織
鋼
勢
倒
者
四
年

齢
ぞ
規
模
別
、
職
牙
別
、
部
門
別
、
陛
別
仁
夫
々
考
察
し
、
以
て
そ
の
構

成
壱
仔
析
す
ゐ
。

さ
で
、
融
制
後
わ
が
圏
鰐
働
者
の
年
令
構
成
は
如
何
な
る
様
態
宝
置
し
、

如
何
に
そ
れ
は
職
前
よ
り
鑓
動
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
表
は
昭
和
二

十
四
年
度
量
蚕
業
勢
働
者
の
年
令
構

成
比
寧
で
あ
る
。

E
表
に
よ
つ
で
明
か
な
よ
う
に
、

わ
が
園
産
業
努
倒
者
の
年
齢
構
成
世

産
業
別
に
み
れ
ば
、
重
工
業
ー
と
軽
工

業
白
明
か
に
掛
比
さ
れ
る
=
つ
の
型

を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
卸
も
紡
磁

工
業
を
典
型
と
す
る
軽
工
業
で
は
一
一

四
歳
ま
で
白
低
年
唐
い
か
宣
位
を
占
め

て
い
る
に
劃
し
、
金
属
工
業
、
機
械

器
具
工
業
が
代
表
す
る
重
工
業
は
一
一

。
ー
一
一
一
九
歳
ま
で
、
宵
年
令
に
移
る

に
従
い
減
少
す
る
と
は
い
え
、
時
々

均
等
。
構
成
率
が
み
巴
れ
る
。

で
は
、
己
申
よ
う
な
年
齢
構
成
は

職
前
町
一
そ
れ
と
如
何
に
饗
化
じ
て
い

る
か
、
そ
の
一
般
的
傾
向
は
実
表
に

置
に
年
齢
構
成
申
如
何
は
勤
槙
年
段
、
扶
巷
家
族
控
よ
り
み
だ
構
成
、
及

び
賃
金
と
と
る
に
織
鋼
努
働
者
の
社
歯
的
性
格
を
明
か
な
ら
し
め
る
一
調

賭
骨
興
え
る
。
ぞ
し
て
こ
れ
は
錨
鋼
業
勢
働
運
動
に
影
響
し
な
い
で
は
あ

ち
得
な
い
。

餓
銅
勢
捌
者
の
年
令
構
成
を
明
か
に
す
る
前
に
、
職
後
わ
が
園
丁
正
常
務

(昭和担年)

2未0歳揃 2以0龍上 || 2以5歳上 3以0蔵上 I~以5歳上 4以0歳上 6以0歳上

纏 数 18.7 23.6 14.6 11.7 10.8 14.9 5.8. 

錬 業 10.3 20.6 15.2 13J~ 13.2 19.1 7.9 

製造工業 23.2 22目6 13.9 11.8 10.4 12.8 5.4 

金脇工業 13.2 21.7 16.1 j.'j.O 14.1 14.9 5目1

機横 16.1 22.0 16.3 14.7 12.2 13.8 4.9 
器具工業

化事工業 16.2 23.9 15目9 13.2 11.8 13.9 5.2 

窯土石業工及業 21.:1 18.9 12.7 11.7 10.6 J5.8 9.2 

紡縮工業 46.6 24.5 8.7 5.2 4.8 6.9 3.4 

糊野28肺収主E 
19.2 17.4 11.5 12.0 11.4 17.6 10.9 

21.8 24.5 13.4 10.9 9.9 J3.4 6.1 

24.4 19，0 ]]，1$ 8.4 10.5 16.9 9.4 

33.4 19.5 11.6 8.8 8.3 ]1.] 7.2 
工業

修理業 1::L7 22.8 16:7 l4.1 12.1 1巧.3 5.3 

ガス，電気業 9.8 26.0 17.0 11.4 11.3 18.1 6.4 
:7Jo;.道

商 業 17.3 23.3 15.5 11.2 9.7 15.2 7.8 

金融業 23.9 25.7 12.2 7.5 7.1 16.2 7.5 

蓮轍沼偉業 ]2.8 27.3 15.7 11.0 10.9 17.1 5.2 
V 

産業別年令階級勢舶緒構成比率

錨
鋼
業
に
於
け
る
捗
働
力
構
成

第
大
十
八
巻

五
亙

昭和24年費予働統計調査年報第
四
・
主
披



錯
鋼
業
忙
於
け
る
勢
働
力
構
成

上
っ
て
明
か
と
さ
れ
よ
う
。

工業労働力年齢構成推移(%)

年
攻|昭和同|昭ι

穂数i川】00.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

20歳未揃 ，]6.8! 17.] 10.7 64.2 64.7 44.7 

20歳政土 19A 20目3 19.8 30.9 

耳目歳 ク 18.7 17.9 16.5 11 5.9 6.1 8.4 

30歳タ 16.7 15.5 13.9 ii 3.3 3.3 4.6 

35歳ク ]1.8 11.7 12.8!! 2.3 2.4 4.0 i 

40歳ク 13.9 12.2 ]7.8 11 2.4 2.7 5.3 

δ0歳ク 3.7 3.2 6.9 11 1.0 0.9 2.1 

勢働統計責地調査に主る。

個人別質調調査結果報告に去る。

第働続計調杢今報(昭和白年)による。

昭和 8年度

昭和Il年度

昭和24平度

先
守
男
子
仁
於
ず
し
接
間
接
後
の
質
化
を
み
れ
ば
、
三
五
歳
ま
で
は
た

r

竺
O

|
二
四
歳
賠
の
僅
か
な
増
中
(
昭
和
八
年
目
一
九
・
囚
が
、
同
十
↑

第
六
十
八
巻

一
五
六

第
四
・
王
競

月

u
ニ
0
・
一
一
一
封
、
同
二
十
四
年

H
-一
一
・
四
回
)
を
例
外
と
し
て
各
年

齢
尉
に
一
旦
っ
て
減
少
し
、
=
一
五
歳
以
上
は
反
艶
に
各
年
齢
府
す
べ
て
増
加

し
て
い
る
。
即
ち
三
五
歳
以
上
の
高
年
齢
府
は
昭
和
八
年
U
一
一
九
・
四
%

同
十
一
年

l
二
七
・
一
%
か
ら
同
=
十
四
年
に
は
三
七
・
主
%
仁
靖
加
し

て
い
る
。
女
子
じ
於
て
も
蟻
後
は
二

O
歳
未
満
の
甚
し
い
減
少
に
騒
じ
、

三
O
歳
以
上
の
各
年
齢
府
悉
〈
増
加
し
甘
い
る
。
か
く
て
戦
後
わ
が
園
勢

働
者

m年
帥
構
成
は
、
-
般
的
に
み
て
高
年
齢
尉
の
比
軍
が
商
〈
な
つ
に

と
結
論
し
て
誤
り
な
い
マ
あ
る
う
。

以
上
職
後
わ
い
か
関
野
働
者
年
齢
構
成
の
賞
態
を
概
括
的
に
示
し
た
。
こ

の
な
か
で
鍛
銅
努
倒
岩
の
年
齢
構
成
は

E
の
よ
う
な
も
の
で
め
ろ
う
か
。

先
す
ぞ
の
賓
館
が
明
か
に
さ
れ
古
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
調
査
は
、
刷
割
象
工
場
二
入
工
場
、
勢
働
者
数

五
O
、
宝

O
一
人
で
金
銭
銅
掛
働
者
の
約
四

O
w
mで
品
b
、
こ
れ
を
以
て

酒
硝
に
餓
釧
労
働
布
日
年
齢
柿
成
を
一
明
示
し
得
る
も
の
で
は
な
い
が
、
略

々
そ
の
様
態
を
知
る
ご
と
炉
出
来
よ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
鏡
銅
努
働
者
ば

三
O
l四
O
震
ま
で
の
年
齢
躍
が
臨
時
て
章
位
を
占
め
、
重
エ
業
の
典
抱

を
一
市
す
。
即
ち
普
通
鋼
部
門
で
、
こ
の
協
聞
い
か
全
世
の
六
=
一
、
五
%
で
あ
る
。

更
仁
注
目
す
べ
き
こ
と
は
三
一
1
l
問
。
歳

3
一
一
一
・
七
回
)
が
一
二
ー
さ

O
歳
(
一
ニ

0
・
へ
再
}
の
府
よ

h
も
多
い
こ
と
ア
あ
る
。
先
hv
鋸
銅
第
倒

カ
は
批
年
勢
働
力

ι基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
，
と
が
明
か
で
あ
る
。

第
ご
に
、
こ
れ
を
規
模
別
に
み
る
と
き
、
中
工
場
に
斡
比
し
て
大
工
場

変
小
工
場
で
は
相
謝
的
仁
高
年
齢
同
聞
の
占
め
お
比
震
が
大
き
い
。
小
工
場



鏡銅努働者年齢構成(昭和22手 6月末現在)

最|賀
比串

工場規模別
2以0歳下 121_30131_401 ~ 以1歳上開 121_判314012fl合計

5，001人以上 31 4，008 9，077 10.711 1:1，331 32，126 1!:l.5 .28，2 33.3 26 

普!，001_1)，000人 51 1，878 4，404 3，820 1，664 11 ，8~~ 15.7 37.8 32.5 14 

501-1，OC白人 5 938 1，13Q 998 561 3，636 25.8 31.3 27.5 15 

軍I1101~500人 11 37o 771 89~ 651 2，665 14.5 28.7 32.3 24.5， 

鋼~朗人以下 41 81 361 681 631 t 1751 5.0 20.0 39.0 36.0 

合計 2817，207115，504116，510111，280150，5011 14.2 30.8 32.7 22町3

錨
制
業
に
於
け
る
第
働
力
構
成

日本鋼管詞

は
熱
線
度
の
高
い

中
一
数
申
傍
働
者
じ

依
存
し
て
生
涯
を

遊
行
す
る
の
を
有

利
k
し
、
使
っ
て

年
齢
構
設
は
前
表

町
一
如
く
高
年
齢
唐

仁
霊
位
が
上
口
め
ら

れ
て
い
る
。
大
工

場
の
場
A
ロ
は
、
す

で
に
指
摘
き
れ
て

い
る
通
b
(危
機

に
於
け
る
錨
鋼
業

ω
展
望

1
市
川
弘

勝
氏
著
)
職
後
の

人
員
整
理
い
か
熟
練

工
に
指
向
さ
れ
す

彼
等
申
多
〈
は
践

有
し
、
繋
理
の
畑
出

象
炉
未
熟
欄
エ
仁

従
っ
て
主
と
し
て

低
年
齢
層
に
向
付

馳飼謡統計

ら
れ
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

弐
仁
鋳
鋼
曲
賞
働
者
の
年
齢
構
成
が
鞍
時
世
相
腔
て
如
何
仁
鑓
動
し
て
い
る

か
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
。
院
畑
製
織
所
、
八
幡
製
織
所
そ
例
一
目
す
れ

ば
衣
の
遁
り
で
あ
る
。

努務者年齢構成比事推移(庚畑)

|男 i 女

I~昭6和年 | 昭四和年 |12
昭
5和年 | 昭

16年和 |l 昭畔和 i 2昭5年和

議審満 13E96 16目 11.3%250qU50.4M37.6 96 
上タ 17.4 1-13，9 I 25.5 11 35.7 I 25.5 '1 41.7 

27.¥) I ::rf，4 I 17，2 11 .2邑ーoI 9.1 I 8.1 
タ 21.91 21.4 16.8 11 7.1 1 5.6 1 3.6 
t I 12.9 I 13.8 14.4 11 3.6 I 4.4 I 6.0 
タ 5.0I 6.8 9.3 11 0 I 2.8 I 2.5 
五 2.0I 1.4 3，9 11 3.白 1.7I 0 

聖子務者平均年闘争惟移(庚タ的

女男月年

23，6歳
22.3歳
盟国6歳

歳
歳
歳

2
7
6
 

8
8
9
 

2
2
2
 

日
μ
日
μ
H
μ

2
2
7
 

1

1

 

年
年
年

6
9
5
 

1
1
2
 

和
和
和

昭
昭
昭

右
表
に
よ
っ
で
、
職
前
(
八
幡
製
錨
肝
心
場
合
て
験
時
(
庚
畑
製
館

所
凶
場
合
)
と
罰
比
せ
し
め
て
、
職
後
の
年
附
構
成
の
鑓
動
守
問
題
と
し

'-、。

第
六
十
ん
巻

豆
七

第
四
・
豆
韓



由
鋼
業
に
於
け
る
努
働
力
構
成

勢務者年齢構成比寧推移(八幡)

l 男 ;11; 女

日開。年|昭同 和 9年7灸引|昭和12昨0 ヲ診

Z441bM ク Hi.811 11.3 I 9.7 
'1  24.9 I 13.9 11 14.7 1 13.3 
。 13.1il 17.2 I 15.1 
少 8.711 14.4 I 10.2 
> I 9.4 1 8.4 11 18.8 1 6.7 
土 5.511 11.0 I 3.4 
p I 0_3 I 0_2 11 0_3 I 0.2 

士男用"" 
昭和9年 31.8歳

30.7歳

35，8歳

38.1歳昭和25年 3Jl

臨
時
経
わ
が
聞
勢
同
者
り
年
齢
構
成
が
、
戦
前
と
比
較
し
て
一
般
に
高
年

齢
層
に
比
軍
肝
移
行
し
た
こ
'
と
は
既
に
指
摘
し
亡
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。
入
幡

製
織
所
白
勢
務
者
川
町
年
齢
構
成
は
こ
れ

E
杢
〈
泡
の
師
時
間
を
一
訳
す
。
男
子

の
平
均
年
齢
は
昭
和
九
年
H

止
ニ
玉
・
一
歳
か
ら
昭
和
二
十
五
年
1
一ニ

八
歳
に
低
下
し
、
又
二
軍
歳
以
上
は
客
年
除
問
中
ζ

も
そ
白
比
率
は
悉
く
減

車
し
、
二
五
霞
未
満
が
特
し
〈
増
大
し
て
年
齢
は
明
か
に
低
下
し
て
い

司
令
。

厨
畑
製
織
所
に
於
吋
ぷ
瞬
時
職
後
の
勢
務
者
年
齢
構
成
の
獲
動
は
、
平

第
六
十
八
各

五、
F、
第
四
・
五
挽

四

均
年
齢
を
は
て
み
れ
ば
、
男
子
の
腸
骨
、
昭
和
十
六
年
、
同
十
九
年
、
同

二
十
五
年
左
側
弐
高
ま
る
傾
向
を
示
し
て
は
い
る
ド
、
む
し
石
そ
の
陪
民

白
樺
動
い
か
除
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
…
川
掲
表
に
上
れ
ば
、
臨
時
時
中

第
一
位
也
年
齢
唐
は
ご
五

l
二
九
歳
(
昭
和
十
六
年
目
一
一
七
・
九
%
、
同

十
九
年
U

ニ
七
・
周
出
)
で
、
第
二
附
は
さ
一
O

|
一
一
一
四
議
(
昭
和
十
六
年

n
l
二
・
九
回
戸
、
同
十
，
百
年
日
一
ご
・
四
%
)
で
あ
っ

f
。
か
く
で
一
一
五

二
四
歳
で
昭
和
十
六
年
は
閉
九
・
入
%
、
同
十
九
年
で
は
回
入
・
八
%

聞
も
時
々
半
分
を
占
め
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
験
後
二
十
宝
年
仁
は

一
二
日
%
に
減
少
し
、
ご
O

|
二
回
援
の
府
及
川
V

三
五
歳
以
上
の
府
が
増
加

し
、
特
に
前
者
叩
著
し
い
増
加
と
な
っ
た
。

織
鋼
努
働
者
の
年
齢
構
成
の
職
前
、
鞍
時
、
臨
後
四
饗
動
を
右
の
翠
例

に
よ
っ
て
み
る
限
h
、
弐
申
こ
L
L
が
言
い
得

ιれ
布
。
印
も
か
つ
て
の
織

釧
菜
中
絞
鰐
働
者
は
一
一
王
1
一
一
一
四
歳
{
で
あ
っ

r。
己
れ
が
一
一
O

|
二
九
歳

特
に
二

0
1ご
四
歳
府
に
軍
位
が
移
行
し
に

G

従
っ
て
》
前
述
し
た
の
が
閣
産
業
傍
倒
者
年
齢
構
成
鑓
動
の
一
般
的
傾

向
に
費
児
し
て
‘
柵
問
鋼
勢
働
者
の
場
A
H
R

は
必
し
も
こ
れ
に
照
躍
す
る
も
の

で
は
な
〈
、
(
八
幡
製
織
所
目
場
合
は
明
か
に
反
釘
白
傾
向
を
示
ず
)
、
特
~

に
注
意
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
一
一

O
l二
四
霞
府
白
著
し
い
増
加
で

あ
る
。
こ
れ
は
敗
臨
時
に
よ
る
軍
需
産
業
の
後
退
が
最
も
一
著
作
し
〈
織
鋼
業
に

反
映
し
、
甚
し
い
生
産
縮
少
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ち
子
、
従
っ
て
人
員
整
理

が
行
わ
れ
、
且
っ
そ
の
謝
象
が
低
年
府
仁
向
付
ら
れ
た
昭
和
二
十
四
、
五

年
と
、
餓
釧
業
復
興
に
際
し
て
勢
働
市
川
補
充
の
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
は
殆



ん
yL京
経
験
工
の

=
o
i一
一
主
提
府
内
採
用
と
な
っ
七
。
織
鋼
業
の
年
齢

昨
同
氏
を
前
週
の
畑
く
し
か
ら
し
め
亡
の
は
主
と
し
て
か
か
る
理
由
に
塞
く

も
の

k
考
え

ιれ
る
。
こ
時
よ
?
つ
な
年
開
構
成
の
回
世
動
は
、
割
償
年
政
別

構
成
と
の
閥
輸
に
於
て
、
織
釧
努
働
力
的
資
的
建
容
に
視
聴
を
県
え
る
も

の
で
J

のる
0

ョ

ヘ

織
銅
鐸
例
者
の
年
齢
構
成
の
概
指
ぞ
以
上
仁
ょ
っ
「
一
明
か
に
し
仁
が
、

更
ド
ト
職
品
川
別
、
生
産
部
門
別
等
の
翻
貼
よ

b
み
る
と
と
に
よ
っ
て
、
織
訓
刺

傍
倒
カ
叩
質
的
内
容
は
よ
り
明
か
に
な
ろ
う
。

第
一
に
職
品
別
に
み
た
苛
齢
橋
成
で
あ
る
が
、
所
開
役
付
工
た
る
組
長

侃
長
な
る
も
の
は
一
世
い
か
な
る
年
齢
構
成
ぜ
も
っ
て
い
る
の
で
め
ろ
う

か
。
具
睦
的
市
勢
価
部
面
で
指
揮
、
掌
握
の
立
場
に
あ
ろ
役
付
工
の
如
何

は
、
特
に
労
働
坐
産
性
に
影
響
し
な
い
で
必
お
か
な
け
。
鍛
鋼
勢
倒
に
於

τ、
指
準
的
立
場
に
立
ち
得
る
に
は
通
常
五
ー
一

O
年
(
職
種
に
ま
っ
て

異
る
。
例
え
紅
掛
械
湿
碑

L
1戸
br、
嘘
前
の
拠
錨
ヱ
un
一
O
年
と
い
わ

れ
る
。
)
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
年
齢
構
肢
の
賠
1
9
b
み
て
、
従

付
工
は
如
何
な
る
官
態
払
宣
布
し
て
い
る
か
、
眼
後
に
そ
の
質
的
挺
化
が
考

え
ら
れ
る
て
か
、
こ
れ
ら
の
鮪
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
。

鹿
畑
制
調
織
所
の
場
合
す
例
示
す
れ
ば
弐
の
遁
b
で
あ
忍
。

組
長
は
一
三
一
、
三
歳
を
最
年
少
者
と
し
て
、
四
O

|
四
九
歳
仁
最
も
多

い
。
相
長
は
一
一
五
歳
を
最
年
少
者
ー
と
し
て
一
二
O

|
三
九
歳
の
部
齢
開
聞
が
最

も
多
い
。
指
揮
、
統
轄
の
立
場
に
あ
る
組
長
、
伍
長
は
一
定
の
熟
練
度
を

必
要
と
す
る
七
め
、
右
の
如
き
年
齢
構
成
を
と
る
」
と
は
言
う
ま
で
も
な

醐
鋼
業
に
品
即
け
る
努
働
力
構
成

第
六
十
八
巷

生 産部門別職分別年齢構成 (対)

(民畑昭和25Jp:7月現在)， 

~ill-*王両孟i五 「ムE匝孟王組長|住長i開 工

主迂 数 1-26 1山|州出|叶吋 16 1， li7 871 

20歳 未消 0103| 。 。13.2 。12.8 

20歳以よ 。。29.8 。。!J(j.4 。。~.s .3 

:15歳 ， 。1.0 20.8 。2.5 18.6 。 O 1.5.9 

30歳 ク 3.9 24.0 17.7 7.5 18.u 15.1 i 。16.4 18.6 

3D歳 ク 7.7 Zδ6 10.6 10.4 02.2 13.2 18.8 38.8 13.4 

40歳 ク 34.6 28.8 57 25.0 27.1 7.3 37.5 34.4 7.6 

45歳 ヨシ 34.6 9目6 1.6 ¥32.1 12.7 3.2 37.5 6.0 “。.作0 

加議 ニァ 19.2 1.0 0.5 25.'0 5.9 1.0 6.2 I 4.4 I 0.7 
F 

主主

;It. 

第
四
・
王
掛

"'-



融
銅
謹
ヰ
は
於
け
る
勢
働
力
構
成

い
。
(
伺
こ
の
と
と
は
勤
輝
年
数
別
構
成
に
於
C
上
り
明
か
に
さ
れ
る
)
。

ぞ
し
で
役
付
工
の
年
齢
構
肢
は
酷
臨
時
と
酎
比
し
て
み
る
場
骨
高
〈
な
っ
て

い
忍
。
役
付
工
に
闘
す
る
限
、
。
職
時
中
よ

h
は
、
艶
殺
そ
の
質
的
芳
賀
が

み
色
れ
る
。
表
一
ず
附
す
れ
ば
弐
の
逼

h
で
あ
る
。

(庚州〉

で
は
生
産
部
門
別
に
は

如
何
な
る
年
齢
構
成
守
示

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

(
錨
鋼
生
産
を
部
門
別
に

は
一
輝
主
要
、
補
助
、
副

三
部
門
に
分
け
て
考
察
す

否
。
製
銑
よ
り
始
ま
る
銑

鋼
一
貰
作
業
白
う
ち
直
接

的
な
主
要
労
働
過
程
を
主

要
生
産
部
門
、
楠
助
的
視

割
を
な
す
静
働
過
程
E
補

助
部
門
と
し
製
銑
誼
程
以

前
又
そ
れ
以
後
の
銑
銅
一

貫
作
業
と
は
別
に
そ
れ
自

身
或
程
度
調
自
的
性
格
を

本
ち
、
銑
銅
一
貫
作
業
に
と
っ
て
は
副
究
的
役
割
を
な
す
過
程
を
副
部
門

L

と
す
る
。
由
同
畑
に
よ
っ
て
冊
一
市
す
れ
ば
、
主
要
部
門
U
製
銑
、
製
鋼
、
座

娃
課
、
補
田
部
門
n
H
用
品
、
検
定
、
謹
輪
、
土
産
、
工
作
動
力
課
、
副
都

7

1

4

8

 

1

5

9

3

 

5

3

 

役仔工作齢構成{出)

度4可三

第
六
十
八
巻

一六

O

第
四
・
五
器

門
u
直
結
、
コ
ー
ク
ス
、
化
成
課
と
な
る
)
。

生産部門別年齢構成(財) (障問)
(昭和2õ~-ô. 7 月現3主)

|主要部門岡助部門|副部門

賃故山|明2I 1，392 I、 754

20藤未満 9.1 12.2 11.4 

20歳以上 26.8 25.5 25.2 I 
25歳タ 18.0 17.5 14.2 I 

3C歳ク 17.9 16.1 18.2 I 
35歳タ 15.5 13.7 15.6 

4日誌 9 8.5 9.1 10.6 

45歳タ 3.4 4.2 3.7 

50蔵 9 0.9 1.7 1.1 
大

主
要
、
補
助
、

副
三
部
門
を
そ

れ
ぞ
れ
艶
比
し

て
み
れ
ば
午
齢

構
成
の
賭
よ

b

何
等
問
題
と
す

べ
き
黙
は
な

い
。
レ
か
し
な

が
ら
各
部
門
内

を
更
に
立
ち
入

っ
て
み
れ
ば
、

各
作
業
内
容
の
相
異
よ
り
必
然
的
仁
若
干
の
欄
出
動
炉
生
す
司
令
。

歳

哉

歳

1

6

6

 

1

0

9

 

3

3

2

 

即日製話再所電車別卒均年齢

犠
抽
哨
犠

担
却
却

28.4歳
26.2曲
27.2歳
33.9歳

歳
歳
農

0
9
7
 

担
町
却

検定，分析
ガス，用品

ィ製銑
主要部門 1

四 4歳 1製鋼
\~註甚

建
作
力

土
工
勤

補助部門
Eゆ4歳



特
に
注
意
す
べ
き
は
主
要
部
門
の
製
銑
、
製
鋼
、
障
延
の
狙
樺
マ
あ
り

更
に
こ
れ
ら
の
年
齢
構
成
を
表
一
周
す
れ
ば
弐
の
湿
り
で
あ
る
。

則

的

『

出

川

叶

川

川

川

川

叶

川

ー

一

上

手

ょ

っ

ア

明

暗
明
周
戸
畑
町

M
H川

l
M
H川
川
一
か
な
如
〈
、
二
一
主
歳

ガ

7

一

銅

日

刊

叫

日

5u
げ
!
日
日
一
未
満
目
占
め
る
比
車

町
立
川
一
四
川
川
山
阿
川
川
川
川
一
は
霊
山
ム
ハ

0
・一一

醐
同
一
銑

7
E
U
U
8
U
3戸川
J
P
M
J

一
%
に
卦
し
、
拠
釧
は
、

町一

σ
閣

i

い

同

川

川

阿

川

い

い

一

七

0
・
六
%
、
限
延

滞

一

荷

主

ク

タ

タ

タ

ρ

グ
一
は
七
一
・
二
%
を
一
京

王

;

時
一
一
一
歳
劇
歳
歳
歳
歳
歳
歳
一
し
て
い
る
。
即
ち
割

強

「

ド

い

い

い

い

い

い

い

」

銑

は

比

較

的

高

年

齢

層
の
持
団
者
日
依
履
し
て
い
る
。
銑
鋼
一
員
行
慌
に
於
て
製
銑
担
問
梓
が
抗

申
軍
強
T
あ
b
、
高
度
の
熟
練
度
を
必
要
と
す
る
こ
と
の
反
映
で
品
ろ

う。弐
表
は
同
じ
〈
生
産
部
門
別
に
み
た
八
幡
製
織
所
労
務
者
の
年
齢
構
成

で
あ
る
。

入
幡
製
織
所
に
於
て
は
年
齢
は
-
般
的
に
低
下
し
、
持
仁
一
一
五
三
四

歳
の
唐
の
減
少
が
著
し
い
と
と
は
既
謹
し
に
。
ザ
一
れ
が
生
産
部
門
別
に
み

て
も
同
じ
〈
言
い
得
ら
れ
る
の
は
下
表
山
一
閉
す
通
h
で
あ
る
。
第
一
一
仁
、

昭
和
九
年
に
於
て
は
主
要
部
門
が
他
部
門
に
陀
し
て
、
特
に
二
宜
三
四

歳
の
年
齢
層
が
貫
位
を
占
め
て
い
士
炉
、
酷
明
後
の
年
齢
構
成
は
部
門
別
仁

は
何
等
日
相
異
を
示
き
今
、
各
部
門
ー
と
も
同
様
の
年
齢
横
成
を
一
目
し
て
い

餓
鋼
業
に
於
け
る
捗
働
力
構
成

従れな
ってい
て い。

こる師
と 揖謹
で舎 L
Iまら 7二
特、年

l二女齢
覇平杭

務成
女桓の
子者持
勢日間

聖何題
程が

白日女
み意子
f 味勢
取 b 働
b 加者
援えを
うで含い遁鋼品極占女操子力 h節成に でのはる
G は語る程の b宮古子す努は、でで よ 最 あ 場 腐
いてもに「宜、てる勢る働殆鍵主主晶る後る合畑こ
な論 り 入 接 H傑詞I倒もカん鋼べる年に。と製の
いぜでつ努つ少令力。に E努士。齢性 向陽こ
。ちはて働鍛ではりで依男働通前構別 じ所と

(八幡)

今三 |主要部門|補助部門阿部円25年

度昭和9年I唱和田年i昭和9年|昭和田年|昭和9年|昭和

責設は)I明。|叩9I刷 δ|吋 90I明 6I 3，8貯

20歳末満 0.5 5，6 )，0 6，6 1，7 3.8 

20歳以上 4目8 26.8 9，4 27.4 11.1 :J7 .0 

:J5歳ク 20.6 17.2 14.9 18.2 18.3 ]5.6 

30歳。 27.7 14.0 22.0 11.9 20，7 16.7 

35歳ク 18.5 14.3 18.6 1)，4 19.3 15.5 

40歳タ 13.2 9.1 15.8 9.0 12.3 8.6 

4"歳' 凡7 7.6 11.0 8.6 9.8 ケ0

50歳少 6.0 5.3 7.3 6.8 6.8 5.7 

生産部門別年齢構成(出)
第
六
十
八
巻

~ 
J、

七

事
囚
・
毘
説



餓
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

わ
い
か
閥
女
子
努
働
者
は
、
特
仁
紡
織
工
業
に
み
ら
れ
ろ
如
〈
、
低
賃
銀

機
構
の
一
環
と
し
て
、
府
刑
制
桔
婚
前
向
家
計
補
充
的
出
時
四
型
炉
一
一
世
的
で

あ
る
。
こ
の
」
と
は
年
齢
構
成
仁
現
わ
れ
、
わ
が
園
女
子
併
問
者
の
年
齢

構
成
は
二
王
歳
未
両
予
約
七
五
%
(
昭
和
一
九
十
周
年
)
を
示
し
て
い
る
。

(
前
掲
表
参
照
)
こ
れ
に
勤
し
録
制
菜
じ
於
け
ろ
玄
チ
勢
働
者
は
ド
と
う
で

あ
ろ
う
か
。
昭
和
二
十
五
年
仁
於
て
二
十
五
歳
未
満
の
ち
の
は
、
府
知
製

織
所
で
七
九
・
=
一
%
、
八
幡
製
鍛
所
で
同
一
・
凹
何
で
あ
り
、
平
均
年
齢

に
於
て
前
者
は
二
二
・
六
歳
、
後
者
ば
三

0
・
七
歳
亡
あ
る
(
前
掲
表
品
世

間
)
。
こ
こ
に
明
か
に
同
じ
く
織
鋼
業
に
従
事
し
な
が

ι一
一
つ
の
型
炉
一
見

出
ー
の
で
あ
る
。
即
ち
府
畑
の
鳩
舎
の
女
子
勢
閉
者
は
結
婚
前
の
家
計
補

充
的
出
稼
型
で
あ
お
に
掛
し
、
入
幡
仁
於
て
は
士
子
第
働
者
白
多
(
は
車

な
る
一
時
的
な
出
獄
型
ア
な
く
、
4
4

主
く
回
安
川
批
H
T
倒
者
て
あ
る
こ
ー
と
が
考

え
ら
れ
ろ
。
こ
の
こ
と
H
後
越
の
女
子
勢
働
者
の
軒
続
年
数
を
み
ろ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
旬
開
か
に
な
お
で
あ
ろ
う
。

以
上
織
鋼
労
働
者
の
年
齢
櫛
成
を
み
仁
わ
け
ず
ド
あ
る
が
、
弐
の
一
認
知
守

結
論
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
先
?
、
鍛
凶
刑
務
倒
カ
は
批
年
努
働
力

に
依
援
し
て
お
り
、
一
一

O

|四
O
歳
の
年
齢
府
い
か
重
位
を
占
め
て
い
る
。

宮
筋
商
熱
作
業
白
多
い
鍛
鋼
業
と
し
て
は
瞥
然
で
あ
る
u

第
二
じ
職
後
織

鋼
傍
働
者
の
年
齢
構
成
は
一
般
的
に
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
己
申
こ
と
は

わ
が
国
産
業
努
働
者
を
肢
の
年
齢
の
嬰
動
ー
と
迦
で
あ
る
。
但
し
役
付
工
に

闘
し
て
は
年
齢
は
高
〈
な
っ
て
い
る
。
第
一
一
じ
規
模
別
に
み
干
年
齢
構
成

に
差
異
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
大
工
場
、
小
工
場
は
年
齢
は
一
一
向
〈
、
中
工
場

第
六
十
八
巻

jく

第
四
・
品
競

丹、

が
低
い
、
年
齢
構
成
上
の
右
の
如
き
事
態
は
、
織
制
収
可
倒
力
の
再
編
成
の

設
に
生
じ
士
も
の
で
あ
っ
ず
し
、
多
数

ω
未
経
験
年
少
砦
採
用
に
よ
ろ
鑓
化

で
あ
り
、
銭
州
刑
務
倒
カ
の
質
の
低
下
守
一
万
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

C

劃
償
年
数
別
構
成

勤
時
世
年
教
は
静
働
者
の
傍
働
に
劃
す
る
熟
練
度
宝
討
し
、
又
努
倒
の
生

産
匠
正
志
密
接
な
聯
闘
を
志
っ
て
い
る
。
鞠
憤
年
肢
が
傍
働
カ
の
買
を
計

舎
的
仁
決
定
す
る
と
い
わ
れ
4
0
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
勢
倒

肯
構
成
弘
主
諭
?
る
γ
一
営
つ
で
非
常
に
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
吾
々
は
以
下
に
於
て
勤
積
年
数
ぞ
仰
全
随
(
男
女
共
白
意
)
白
勤

輯
例
年
数
向
性
別
調
鞭
年
致
問
職
分
別
勤
続
年
数
山
門
部
門
別
動
積
年

政
の
各
項
目
仁
舟
げ
で
順
次
分
析
や
瀧
め
で
行
き
七
い
ー
と
思
う
。

川
幸
躍
の
曲
面
駅
年
数

J

織
銅
線
勢
働
者
的
動
績
年
致
及
び
製
法
工
業
、
金
属
工
業
努
働
者
の
勤

時
同
年
教
は
攻
表
の
遁

h
て
晶
る
。

提糊勢働者(昭和2砕け)

通産省語商輪銅屑編

「日本舗鋼業目展望97頁」

(昭和23年)

iZE翌

2出f3_5未漏
5年以上
10 グ

15 タ

20 タ
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勢働省大臣官房勢働統計調

査部 「時働続1f-j-l調査年報」



こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
製
造
工
業
、
金
属
工
業
共
に
勤
槙
年
数
三
年
以
上

宝
年
未
満
の
努
働
者
は
穂
般
の
夫
土
二
一
了
六
向
、
、
一
三
・
二
%
を
占
め

て
い
る
。
こ
れ
に
艶
し
続
銅
持
働
者
は
二
年
未
満
い
か
線
数
の
一
一
一
四
u
m
T占

め
て
い
る
。
即
ち
畿
鋼
労
働
岩
は
製
誼
工
業
或
は
金
庫
工
業
に
比
し
劃
積

年
殴
が
低
い
。
然
し
な
い
か
ち
こ
の
こ
と
岨
決
し
士
銭
鋼
努
倒
炉
問
記
一
一
部

門
の
崎
町
働
に
比
し
熟
練
を
要
じ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
。
例
え
ば
昭
和
九
年
の
八
幡
製
鍋
所
に
於
て
は
三
年
未
満
は
わ
十
か

仁
王
・
九
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
め
5
0
寧
ろ
こ
の
こ
と
は
鍛
鋼
業
の

職
後
ド
お
け
る
活
動
開
始
期
が
製
法
工
業
金
脇
工
業
に
比
し
て
遁
れ
た
こ

と
仁
そ
の
原
因
を
求
む
ぺ
き
で
品
る
う
。

弐
仁
織
鋼
努
働
者
の
勤
標
年
肢
の
一
推
移
を
見
ろ
と
、
昭
和
イ
七
年
十
月

現
在
で
平
均
年
教
は
六
・
一
二
年
、
昭
和
二
卜
三
年
七
月
現
在
て
は
五
・
八

年
v
と
な
っ
て
い
る
。
閣
制
努
倒
宥
の
平
均
動
時
間
年
数
は
こ
の
土
う
に
低
下

し
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
刑
判
浩
及
び
金
属
工
業
と
の
比
較
の
際
に
論
じ

た
こ
と
に
嬰
府
す
る
と
考
え
巳
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
勤
積
年
駁
の
低
下
は

捧
働
問
一
熱
棟
度
の
低
下
・
務
倒
生
産
性
心
減
少
を
意
味
し
、
織
鋼
労
働
カ

の
質
の
低
下
を
一
訴
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

島
弐
弐
仁
閏
畑
製
鍛
所
及
ぴ
入
幡
製
晴
蟻
糊
所
仁
つ
い
で
精
々
4ヰ

L
で
み
よ
う
o

先
す
鹿
畑
に
闘
す
る
統
計
を
掲
げ
る
。

最
初
に
述
ペ
で
お
か
ね
ば
な

ιな
い
の
は
、
醍
畑
に
於
て
は
昭
和
十
六

年
度
は
創
業
年
度
で
あ
h
、
二
十
五
年
七
月
日
開
制
後
の
生
産
再
開
後
わ
十

か
=
一
ヶ
月
を
経
遁
し
た
に
寸
吉
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
で
、
勤
積
年
敷

織
鋼
業
に
於
け
る
轡
働
力
構
成

一
年

一
部
月

・

7

)
圃
タ

洲
士
ー
高
一
、
づ

)

3

3

1

L

1

3

費

;

3
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f

t

一

;

t

i

G

T

J
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1

8

9

8

6
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0
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z
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叶
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宮

田

弘

一

0

4

4

7

1

9

1

4

8

4

1

2

3

誠
一
川
均
乱
立
一

8v
比

ov
位一

o
u
L
L
L
札

4
E
4士
J

1

l

前
-
昭
ー
一

剣

一

開

¥

一

浦

上

タ

タ

タ

出

向

上

J

ク

タ

ノ

タ

タ

タ

「

¥

一

末

以

d
q

以

一曾

Z
2
4
押
立
立
立

仁
闘
す
5
限
ト
り
こ
の
雨
年
度
の
数
字
は
鹿
川
自
身
と
し
て
の
あ
る
べ
き
ノ

ー
マ
ル
な
状
態
を
一
目
し
亡
い
な
い
ー
に
い
う
こ
と
で
あ
る
。

き
て
右
掲
の
数
字
に
よ
れ
ば
昭
潤
十
六
年
十
二
月
仁
於
て
は
一
年
未
満

山
一
鍔
働
者
は
総
数
の
三
国
・

O
M
m主
年
未
満
骨
計
賞
に
九
五
・
一
%
に
淫

し
て
い
る
。
そ
の
理
旧
は
前
誌
の
如
〈
と
の
年
ド
毘
畑
の
創
業
年
度
で
あ

つ
に
か
ら
で
あ
一
や
共
に
十
九
年
に
於
て
は
、
先
す
一
年
末
市
聞
の
勢
働
者

慰
は
一
士
了
八
%
E
十
六
年
に
比
し
大
幅t
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
十
九
年
が
創
業
期
占

b
臨
仁
四
ヶ
年
を
経
過
し
比
較
的
に
安
定

し
七
伏
抽
出
仁
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
弐
に
宝
年
未
満
ゆ

崎
町
働
者
数
も
大
幅
の
減
少
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
十
六
年

に
五
年
未
満
白
暗
に
同
出
し
て
い

t
第
顕
著
が
十
九
年
仁
は
五
年
以
上
十
年

43.3%， 

20.3 

4.6 

9.1 

4.2 

78.8 

9.o 

10.1 

0.2 

0.6 

0.4 

0.2 

。.03

第
六
十
八
巻

大

静
四
・
五
披

= 
7L 



曲
鋼
業
に
於
げ
る
捗
働
力
構
成

宋
漏
の
時
間
へ
と
寸
べ
り
込
ん
，
仁
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は

ず
年
以
上
十
年
未
満
が
十
六
年
の

O
、
入
%
か

ι十
九
年
の
一
二
=
・
四
%

へ
賓
鞍
で
は
三
七
名
か
ら
一
、
六
三
開
名
へ
と
飛
躍
的
に
増
大
し
で
い
る

止
と
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
弐
に
ご
十
五
年
に
於
て
は
}
年
未
満
五

年
末
満
共
に
夫
ゐ
四
=
一
二
ニ
%
、
七
八
・
入
%
え
と
増
大
し
て
い
る
が
、

と
れ
は
間
連
の
如
〈
こ
の
年
が
職
後
の
生
産
再
開
年
度
「
に
あ
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

(
註
)
剤
業
年
度
に
既
に
二
年
以
上
の
第
働
者
が
居
る
こ
と
は
一
旦
不
合

型
自
よ
う
に
考
え
b
れ
る
が
、
庚
畑
は
創
業
に
憤
っ
て
熟
練
工
を

八
幡
か
ち
招
室
、
従
ワ
マ
L

招
か
れ
た
帥
労
働
者
自
八
幡
に
お
吋
る
勤

積
年
教
が
そ
の
ま
ま
厨
畑
に
於
て
加
算
さ
れ
た
己
と
K
よ
る
も
り

で
あ
る
。

女
に
入
幡
に
つ
い
て
み
よ
う
。
そ
の
統
計
は
突
の
如
〈
E
あ
る
。

〆

勢働者勤時茸年数 (八幡)

i塁手ヴ主
1年以上 ~.6 I 24.1 
2年。 6.5 I 

4年.I 4.2 I 

坪帯司王0・1
5年 引上| 剖.川

1C年~ I 25.5 I 
15年ク|盟 2

2C年ク 5.9I 
25年 t I 4.2 I 
3C年タ 0.6 I 
3.5年ク i 一一|

4 年~ I - I 

第
六
十
八
巻

第
四
・
五
曲
目

六
四

四
O 

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
九
年
に
於
て
は
査
第
働
者
数
の
主
六
・
五
%

聞
も
半
数
以
上
が
主
年
以
上
十
宝
年
未
満
に
集
中
し
て
い
る
。
乙
れ
に
よ

っ
で
敵
前
に
於
て
は
織
鋼
努
働
者
は
剖
績
午
殴
宝
年
以
よ
十
主
年
末
楠
じ

よ
っ
て
そ
の
中
震
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
り
で
あ
る
。
夫

に
昭
和
二
十
五
年
三
月
仁
於
て
は
宜
年
未
満
が
軍
一
・
一
%
即
ち
半
数
以

上
を
擁
し
て
い
て
、
九
年
と
は
非
常
な
差
異
を
一
目
し
て
い
る
ロ
そ
の
理
由

は
、
(
ご
敗
戦
後
の
生
産
縮
少
に
よ
る
大
量
の
人
員
整
理
に
償
〈
-
般
的

な
経
済
活
動
の
復
興
に
伴
う
鍛
鋼
業

ω漸
衣
的
復
興
、
三
一
)
鞍
後
施
行
さ

れ
た
努
倒
基
準
法
に
よ
お
八
時
間
簿
倒
質
施
に
伴
う
三
交
制
的
探
用
、
ド

よ
b
新
た
に
野
倒
者
が
麗
傭
さ
れ
る
に
至
っ
た
v

ー
と
で
あ
る
。

耐
性
別
勤
積
年
監

先ム
γ
関
畑
製
織
所
か
ち
見

τ

行
こ
う
。
そ
の
統
計
は
上
の
遁

b
で
あ
る
。

こ
白
表
か
ら
先
十
最
初
に
気

付
く
こ
と
は
、
営
然
の
こ
と
な

が
ら
女
子
の
勤
積
年
殴
日
男
子

の
そ
れ
仁
比
し
て
極
め
て
低
い

と
い
ろ
乙
主
で
あ
る
。

き
て
、
男
子
の
勤
緯
年
駄
目

女
子
人
員
の
査
勢
働
者
中
に
占

め
る
比
重
い
か
極
め
て
小
さ
い
鱈



/ 

査
勢
働
者
の
勤
糠
年
敏
L
し
同
じ
傾
向
に
あ
ゐ
故
、
こ
己
で
は
男
子
の
説
明

は
除
外
し
草
ら
玄
子
勢
踊
明
者
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
ー
と
に
す
る
。
乙
の
賭

は
次
に
誼
ベ
る
入
幡
製
織
所
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

き
で
、

47
等
三
つ
の
年
度
を
通
観
す
る
と
、
女
千
勢
働
者
の
勤
積
年
数

は
、
五
年
+
市
漏
が
総
数
申
入
一
二
一
%
乃
至
九
六
・
四
%
と
い
う
数
字
を

景
し
て
い
る
。
昭
和
一
一

1
五
年
に
例
を
}
と
れ
ば
女
子
静
働
者
の
最
長
勤
積

年
教
は
九
年
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
は
女
子
傍
働
力
炉
熟
練
度
合
必
要

と
す
る
重
要
生
産
行
程
に
は
全
然
タ
ザ
テ
止
す
、
専
ら
雑
事
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
を
関
聯
せ
る
も
の
マ
あ
ろ
う
。

戎
に
八
幡
製
織
所
寺
考
察
す
る
。
そ
の
統
許
は
弐
白
遁
り
で
あ
る
。

『

I
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1
1司
i
l
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l
f
j
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こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和

つ
-

-

U

5

9

6

2

d

E

幡

一

世

一

1

.

4
一
民
一
一
九
年
に
於
て
は
、
勤
積
年
駿

八
一
和
一

7

2

1

年

-

M
U

一

時

&

一

十

主

年

以

上

一

一

十

年

未

満

の

哨

一

年

一

戸

6
6
u
y

同
一
女
子
掛
働
者
は
線
数
の
=
一
回

現
賀
・

9

&

O

】

O

U

4

1

F

師

一

和

↑

E

3

3

年
一
・
七
%
で
第
一
位
を
よ
口
め
、

g

f

 

儲
寸
F
J
1
1
1
1
1
1
h
i一
主

十

年

以

上

十

王

未

満

期
唱
¥
一
柑
ー
此
ク
ク
均
一
市
一
三
一

0
・
六
%
を
な
わ
、
こ

肝
一
命
且

ι立

弘

一

の

事

白

書

は

六

千

一

一

一

il肱
H
r
i
l
l
-
-
J
n
l
l九
%
と
な
り
鼠
半
数
を
占
岱
て

い
る
。
更
に
こ
れ
に
宜
年
以
上
十
年
占
不
満
の
二

0
・
六
%
ぞ
加
え
る
と
入

五
・
九
%
と
な
あ
。
即
ち
練
肢
の
約
八
割
六
分
が
宜
年
以
上
二

O
年
未
満

の
府
に
集
中
し
て
い
る
。
然
6
平
均
勤
償
年
数
は
ご
一
年
七
ヶ
月
と
非
常

錨
鋼
業
に
於
げ
る
第
働
カ
構
成

に
長
期
的
な
敷
字
守
一
ポ
レ
て
い
る
。
こ
れ
仁
氏
レ
で
主
年
未
満
は
わ
今
か

に
入
・
一
%
に
す
習
な
い
。
こ
れ
は
慣
畑
製
織
所
と
は
査
〈
顎
照
的
で
あ

る
。
八
幡
製
織
所
に
お
吋
る
こ
の
土
う
な
現
象
は
女
子
勢
働
力
が
例
え
ば

電
気
聯
(
平
均
勤
続
年
数
一
四
年
八
ヶ
月
)
貯
料
職
(
同
一
一
一
一
年
ニ
ヶ

且
)
噛
瓦
職
(
同
一
一
年
一
ー
ヶ
且
)
検
査
職
(
同
一

O
年
二
ヶ
月
)
試
料

職
(
伺
一

O
年
九
ヶ
月
)
汽
纏
職
(
同
一
一
年
五
ヶ
月
)
加
掛
製
(
同
一

一
年
六
ヶ
月
)
木
工
職
(
同
一
周
年
八
ケ

H
)
の
如
〈
或
Z
程
度
生
産
行

程
に
於
て
直
接
的
に
勢
倒
骨
行
つ
て
い
仁
こ
と
E
関
聯
し
て
同

h
、
又
女

子
勢
倒
力
い
か
車
な
る
家
計
補
助
的
で
は
な
〈
、
明
か
じ
近
代
努
働
者
と
し

τの
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
を
を
意
味
し
v

寵
畑
の
そ
れ
司
と
は
質
的
に
異

つ
忙
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
弐
に
昭
和
二
十
末
年
に
於
で
は

主
年
末
浦
が
七
三
・
主
叫
P
T占
め
、
平
均
甑
積
年
数
も
三
年
九
ヶ
月
へ
と

減
少
し
て
い
志
。
こ
れ
は
敗
醸
後
の
生
膏
綿
少
に
作
う
人
員
整
理
及
び
生

事
院
の
復
興
仁
よ
Z
新
規
採
闘
が
大
き
〈
影
響
し
て
い
る
も
の
一
色
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
女
子
勢
働
者
惚
段
九
六
一
人
中
勤
綴
年
数
一
一
一
年
未
満
が

六
一
三
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
で
確
め
ら
れ
る
。

向
職
分
別
勤
時
間
年
敷

先、
γ
鹿
州
製
織
所
か
ら
考
察
す
る
こ

k
じ
す
あ
。
そ
の
締
計
は
弐
の
誼

h
で
あ
る
。

先
十
組
長
に
つ
い
で
述
べ
志
子
、
を
の
平
均
鋪
積
年
数
は
左
掃
表
の
泊

り
で
あ
る
。
印
も
組
長
じ
な
る
に
は
こ
れ
ゼ
り
の
年
肺
棋
を
要
す
お
諦
で
あ

る
。
勿
繭
非
常
に
勤
綬
年
敷
が
授
か
〈
て
組
長
に
な
る
場
合
色
あ
る
の
で

第
六
十
八
巻

一
六
五

第
四
・
五
輯

同



蝿
銅
業
に
於
け
る
努
働
力
構
成

あ
っ
て
、
夫
々
の
年
度
仁
お
吋
ゐ
そ
り

最
摂
動
日
開
山
年
政
を
み
る
と
、
昭
和
十
六

年
で
は
四
年
に
=
人
、
昭
和
十
九
年
で

は
同
じ
〈
四
年
に
九
人
、
昭
和
二
十
五

年
で
は
八
年
に
四
人
を
数
え
る
。
所
で

昭
和
十
六
年
の
平
均
勤
積
年
数
一
八
年

一
。
月
か
ら
昭
和
十
九
年
D
一
O
年
五

月
え
と
大
胞
の
減
少
を
来
し
て
い
る
が

こ
れ
は
第
一
に
、
昭
和
十
六
年
に
於
て

組
長
で
あ
っ

t
静
働
者
ド
ヱ
長
、
職
長

(
己
れ
は
い
わ
ば
組
長
白
上
位
に
位
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
庚
畑
は
職
制
に
於
て
は
こ
の
常
時
八
幡
を
模
曲
し
て

い
た
。
現
在
に
於
い
て
は
こ
れ
は
騒
止
さ
れ
と
い
る
。
)
に
昇
進
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
は
昭
和
十
六
年
の
工

長
敏
一
一
名
が
昭
和
十
九
年
に
は
七
O
名
じ
増
加
し
ナ
一
屑

b
、
他
方
で
は

昭
和
十
六
年
に
於
て
割
償
年
数
一
宝
年
以
上
士
一
O
革
未
満
の
組
長
散
は
宝

O
名
で
目
つ
昭
和
十
九
年
仁
は
勤
続
年
駐
二
O
年
以
上
の
組
長
が
皆
無
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
フ
て
硝
帯
同
さ
れ
る
。
交
に
第
三
の
原
凶
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
は
、
経
験
年
数
日
一
若
い
務
働
者
を
新
し
〈
組
長
に
昇
準
き
ぜ

仁
乙
と
に
よ
る
も
切
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
昭
和
十
六
年
仁
於
下
勤
続

年
数
十
年
未
満
の
組
長
敏
が
王
・
七
%
に
す
ぎ
な
か
っ
士
仁
氏
し
、
昭
和

十
九
年
仁
於
て
は
同
じ
く
十
畳
未
満
が
王
O
%
へ
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て

勢風者職分別平均劫糠年慰(寅畑)

よヴ組長IKp， I普通工|

昭和16年 1&宇 10月110年 4月 Hド 6月

ク 19年 10年 5且 6年11月 2Æí~ 8月

タ 25年 18年 4月10年 8月 Eィ~'. 2月

車
六
十
八
巻

占

J 、
占

ノ、

第
四
・
五
韓

四

い
る
こ
と
仁
よ
っ
て
確
寵
さ
れ
る
。
失
に
昭
和
十
九
年
と
ご
十
五
年
仁
お

け
百
組
長
の
平
均
勤
続
茸
数
日
閉
じ
は
昭
和
オ
六
年
と
同
十
九
年
と
の
間

に
お
げ
る
と
同
慌
の
大
差
が
見
ら
れ
、
昭
和

f
主
年
は
同
十
六
年
2

と
略
々

同
一
水
準
に
復
関
し
て
い
る
。
こ
れ
は
敗
戦
後
の
人
員
整
理
が
普
通
工
中

心
仁
行
わ
れ
、
熟
糠
工
七
芯
組
長
は
温
存
さ
れ
に
こ
と
じ
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
弐
仁
組
長
の
勤
続
年
数
別
好
布
駅
態
を
み
る
を
、
一
五
年
未

満
は
昭
和
十
六
年
じ
於
て
組
数
の
一
入
・
六
%
、
同
十
九
年
に
於
て
七
六

・
三
%
、
同
一
一
十
五
年
仁
於
て
宝
一
・
者
%
と
大
腫
に
於
て
そ
の
推
移
は

平
均
動
積
年
敷
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。

共
に
伍
長
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
り
平
均
動
晩
年
教
法
上
謁
表
の
通
り

で
あ
っ
て
、
組
長
と
比
較
し
て
可
氏
h
若
い
こ
と
炉
注
同
き
れ
る
。
向
お

昭
和
十
六
年
と
同
十
九
年
I
C
同
一
一
十
五
年
と
叩
間
仁
は
組
長
の
場
合
仁
見

ら
れ
た
の
と
同
じ
嬰
佑
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
白
理
由
は
組
長
の
場
合

と
同
一
で
あ
る
。
夫
に
伍
長
の
勤
捜
年
鞍
別
好
布
駅
態
を
み
る
を
一
千
五
年

未
満
は
昭
和
十
六
年
に
於
て
格
段
の
七
三
・
四
%
、
同
十
九
年
仁
於
て
九

七
・
六
%
、
同
二
十
宝
年
に
於
て
九
四
・
八
%
で
あ
る
。
伶
組
長
と
杭
長

と
を
比
較
首
る
と
、
昭
和
二

l
五
年
は
同
十
六
年
に
比
し
、
組
長
の
平
均

勤
積
年
数
は
減
少
し
て
い
る
仁
反
し
、
伍
長
は
也
に
長
く
な
っ
で
い
る
こ

左
が
注
目
さ
れ
る
。

弐
仁
入
幡
製
織
所
の
昭
和
三
十
王
年
三
月
の
統
計
は
聴
会
別
勘
積
年
数

を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
昭
和
九
年
の
統
計
に
よ
っ
て
分
析
を
謹
め
て
行

〈
こ
と
仁
す
る
。



民
畑
制
捜
織
所
に
比
較
し
て
何
れ
も
非
常

に
干
崎
勤
時
相
年
教
が
長
い
り
カ
特
徴
的

?
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
に
は
同
製
織

所
の
創
業
年
皮
仁
於
け
お
大
な
あ
差
具

に
よ

h
、
第
二
に
八
幡
に
於
て
は
酸
畑

に
比
し
努
働
者
の
定
荒
性
が
大
な
る
と

平均勤積年強

(凡幡)(昭和9年)

伍
同

月

間
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年
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副

長

長

工

一話

一

主

τ
-

組

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

尚
生
産
部
門
別
動
積
年
肱

先
十
賀
川
製
織
閉
じ
つ
い
て
考
察
す
る
カ
、
苦
々
は
こ
の
矯
に
利
用
し

得
る
統
計
と
し
て
は
昭
和
一
一
十
五
年
七
月
珂
祉
の
そ
れ
し
か
持
つ
で
い
な

い
の
で
、
と
れ
の
み
を
利
用
す
る
こ
と
'
と
す
る
。
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O
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山
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副
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艇
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船

舶

日

出
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一
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15年 9

20年ク
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30年少

昔十五晶

輔
鍋
業
に
於
け
る
傍
働
力
構
成

静
六
十
八
巻

上
の
表
仁
よ
る
と
勤
積
年
数
ド
闘
し
て
、
生
産
部
門
別
仁
は
何
等
剥
著

な
特
徴
を
見
出
せ
な
い
。
聞
も
織
銅
掛
働
に
於
で
は
普
通
工
に
闘
す
る
限

り
生
建
部
門
に
よ
っ
て
特
別
仁
熟
締
度
を
裂
す
る
部
門
は
(
吾
々
山
生
産

部
門
の
分
割
に
従
う
限
り
)
な
い
1
p
云
え
よ
う
。
夫
仁
更
に
立
ち
入
っ
て

こ
れ
を
職
舟
別
仁
み
る
と

E
う
な
る
で
あ
ろ
う
声
。
こ
れ
を
示
す
の
が
弐

表
で
あ
る
。

静岡者職分別生産部門別勤積年敷(贋畑)

d時前!
長イ五長五

一
六
七

第
四
・
五
器

四



胡
鋼
業
に
於
け
る
持
働
力
構
成

務働者生産部門別勤槙2手数(八幡)

(昭和 9年)

前車

事
六
十
八
巻

一
六
八

第
四
・
五
盟

四
四

も
の
が
主
要
部
門
E
あ
り
、
積
い
で
副
部
門
補
助
部
門
の
脳
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
。
夫
仁
伍
長
に
つ
い
て
み
れ
ば
勤
積
年
数
一
千
五
年

末
繍
主
要
部
門
で
八
九
・
三
%
、
副
部
門
主
九
五
・
五
%
、
補
助
部
門
で

九
九
・
一
%
で
あ
h
、
一
五
年
以
上
が
主
要
部
門
で
一

0
・
八
%
、
副
部

門
で
回
・
五
%
、
補
助
部
門

?
0
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
数

字
何
閥
係
及
び
そ
の
意
味
す
る
所
ぱ
査
〈
組
長
の
場
合
と
同
一
司
あ
る
と

考
え
て
よ
い
。

弐
に
八
幡
製
織
所
に
就
て
考
察
す
れ
ば
そ
の
統
計
は
弐
の
遇
h
で
あ
る

左
描
何
れ
の
表
に
於
て
も
吾
々
は
生
産
部
門
別
に
お
け
右
労
働
者
自
勤

害事働者生産苛門別勤慣年数〔八幡)

(昭和2δ年)

|主両要一!比率l|補一助部両門|部門賀

| 副蚊(比率

31124年年43年4三z未以満上"クb 1j jと

6年末梢計

S4A指h倒調伊S印半T年年J己4以害' e ， ' 

1，137! 22.11 440131. ¥J 

1， 鈍ι2s 樹mZ440Mυ J 0 
4，91 81 

110.02i 

総計 5，1451' 1O~ 2， 0061"0~ 



臨
帆
午
数
に
闘
し
知
者
な
る
特
色

T
見
出
す
と
と
は
で
き
な
い
。

ぎ
て
上
来
、
吾
々
は
我
が
園
鍛
剣
替
働
者
の
勤
続
年
敷
仁
闘
し
底
知
、

八
幡
両
製
織
所
を
中
心
と
し
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
仁
の
で
あ
る
が

こ
れ
を
憾
話
す
れ
ば
突
の
如
〈
な
る
で
あ
ろ
う
。
印
ち
我
が
関
崎
銅
勢
働

者
の
勤
栴
年
数
は
敗
融
制
後
は
験
前
験
時
に
比
し
、
役
付
士
・
普
通
工
品
一
間

わ
や
一
一
世
仁
低
下
し
て
い
ぷ
。
吾
々
が
こ
の
節
の
最
初
仁
抽
一
ペ
七
ょ
う
仁

勤
続
年
散
は
努
働
者
り
労
働
に
治
す
る
熱
線
度
守
一
百
レ
、
叉
勢
働
の
生
産

性
ー
と
出
向
接
な
聯
闘
性
か
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
傍
働
力
の
質
そ
批
曾
的
仁
決

定
す
る
一
一
去
り
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
職
後
に
ふ
相
け
る
こ
の
よ
う
町
勤
繍
年
監

の
低
下
は
、
験
後
仁
和
吋
ろ
銭
鋼
努
働
力
の
賀
の
低
下
T
T川
す
も
?
と
規

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

B

皐
幡
別
構
成

教
育
程
度
の
如
伺
は
傍
圃
宥
の
質
的
規
定
を
興
去
る
要
素
士
し
ず
重
要

で
あ
る
。
熟
練
度
が
主
と
し
て
経
験
年
数
の
長
慌
に
よ
っ
て
高
偲
を
一
万
す

色
白
で
あ
Z
と
は
い
え
、
聞
な
る
経
験
年
敷
仁
よ
っ
て
は
限
界
の
あ
ろ
こ

E
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
高
度
の
機
械
袋
置
の
使
用
は
労
働
者
の

教
育
を
必
要
と
し
、
こ
こ
に
事
隠
別
構
成
の
如
何
が
掛
川
山
生
斎
性
の
重
要

な
指
標
に
な
る
。

織
鋼
努
働
者
の
恩
師
間
別
榔
成
主
訳
す
前
に
、
現
在
わ
が
園
努
働
者
の
墜

幌
町
別
構
成
ぞ
職
前
と
mu
劉
比
に
於
て
表
示
す
れ
ば
弐
の
通
り
で
あ
る
。

下
表
の
艶
比
仁
よ
っ
て
職
後
勢
顕
著
の
教
育
程
度
は
男
女
を
関
わ
や
高

度
化
し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
傾
向
と
し
マ
言
え
よ
う
。
特
じ
注
意
す
ベ

銀
銅
識
に
於
け
る
努
働
力
構
成

査産業及製造工業男女別畢隠勢働者比事

一業L斗産業ト主A竺

!?需5
3pi7O4，3.4 85 1-，757883.919111'0864.f6.3 10 7787925.4 87 4，59742，9.7 05 2，53714，9.08 6 

1.7 2.4 I 9.5 10.6 3.6 4.9 
16.8 14.5 1 . 22.2 16.3 18.1 lr;.o 
0.3 0.3 I 0.3 0.2 0.3 0.3 
4.2 4.4 I 0.05 0.4 3.3 3.2 
2.5 2.5 I 0.02 0.01 1.9 1.7 
0.07 0.021 0，08 0.04 0.07 0.03 

第
六
十
八
省

一
六
九

第
四
・
五
披

昭
和
H
年
)

女
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l
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8
1
6
3
0
0
 

8
6
9
1
0
0
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2
 

(昭和24年 11月現在〉

l尋小中退程度以下l
帯小卒祖度
高小卒及中退程度
昨畢桂ヰ
専門畠桂以1，J: 
Hミ 許

き
問
題
と
じ
て
女
子
努

倒
者
の
教
育
程
度
計
男

子
仁
比
べ
て
著
し
〈
向

上
し
て
い
る
こ
と
で
品

る。
で
は
鍛
鋼
労
働
者
自

哩
隠
別
構
成
は

E
う
で

る
ろ
う
か
。
失
表
は

隈
畑
、
入
幡
雨
製
鴇
所
に
於
け
ろ
工
員
及
び
職
夫
の
盟
申
陪
別
構
成
で
あ

る。

四
五



醐
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

02 

82副

5創

工員皐腰別構成(置畑)

国主回竺

1，7R7 

125 

高等小皐校不

中帯程度卒

胴上中退!

小事俊平

11 

(昭和25年7且)
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小畢佼卒 24:] 3720128，74 21.1 
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中華程度卒 60 1町 5.0114.7 6.Q 

同上中退 38 41 421 3~21 31 i 3.3 

高事卒 3 11 41 0.31 0.8' 0司

向上中退 4 01 41 0.31 0: 0.3， 

大 事卒 O 01 01' 01 0: 0 
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職尭畢JN;.別構成 (r，皆同)

第
六
十
八
巻

(昭和2四年5Jl) 
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小皐校卒

高等小事校卒

同上中退

中事程度卒

同上中退

商事辛

同上中退

大事卒

向上中退

教習所

そりイ1ll



T施主子別思惇鰹r;J!(出); (八幡) (昭和周年5Jl)

[宿老 l町長 |:?;l:|;

賛教 〈 川 |3l79012吋22，吋回11剖 51 16 

締未了 l-081130517 ← l
小翠夜半 17.1 1 16.9 1 7.5 1 16.9 1 1.9 ! ]~.5 

高等小事校卒 06.1 I 26.2 I 43.2 I 66.0 I 54.9 I 60.3 j 25.0 

同上 中 退 33.3 3.7 3.7 2.1 1.4 

中 事程度卒 0.8 1.8 15.2 20.4 27.1 50.3 

同上中退 1.3 1.1 4.7 4.5 12.4 0.2 

高 事 卒 0.0空

同上中退 0.04 0.2 0.1 

大革卒

同上 中 退 0.04 0.151 -

教習肝 1同 11 32.0 3.4; 0.1 

そりイ也 I- I 0.1 I O.叫 0.2 

右
表
ド
ょ
っ
で
明

rh叫
加
〈
、
男
女
を
問
わ
十
最
も
大
き
い
比
窄
hr占

め
る
の
は
高
等
小
皐
校
卒
業
者
で
あ
っ
て
、
み
ま
曜
の
午
分
以
上
ぞ
示
し
て

い
Z
。
弐
い
で
中
堅
校
卒
業
者
で
あ
る
。

儲
鋼
業
に
於
け
る
第
働
力
構
成

女
子
傍
倒
者
の
教
育
が
男
子
の
ぞ
れ
に
出
し
商
い
こ
と
は
一
師
匠
的
傾
向
に

照
隠
す
る
。
職
分
別
仁
J

て
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
入
幡
製
織
所
の
特

殊
事
情
仁
よ
る
と
と
な
が
ら
、
校
付
工
は
普
通
土
仁
比
べ
て
教
習
所
出
身

岩
が
活
か
仁
多
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
仁
臨
時
工
仁
三
職
夫
一
の
教
育
程
度

が
比
較
的
問
い
黙
で
あ
る
。
戦
街
、
坐
括
的
窺
乏
化
は
激
し
〈
、
中
等
程

度
の
数
育
を
受
け
た
も
の
が
、
臨
時
工
と
し
で
暫
定
的
に
し
ろ
肉
種
的
努

倒
に
縫
事
せ
吉
る
を
得
な
い
事
情
を
一
訴
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

月
上
仁
土
つ
で
鏑
鋼
勢
同
者
の
塑
隠
別
樽
成
十
世
凶
畑
、
入
幡
製
織
所
を

例
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
時
々
明
か
に
し
七
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
職
前

L
乙
如
何
仁
潜
化
し
て
い
る
?
あ
ろ
う
か
。
来
表
は
昭
和
九
年
に
於
け
る
八

幡
製
織
所
工
員
の
墜
陪
別
構
成
で
あ
る
。

究
表
舎
前
掲
し
た
現
在
の
構
成
表
?
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
先
4
7
言
い

得
る
こ
1

ど
は
数
育
科
度
の
杢
般
的
な
向
上
で
め
b
、
こ
の
こ
と
は
わ
が
園

都
偶
者
全
鵠
の
教
育
和
皮
の
推
移
傾
向
と
軌
を
一
に
す
る
も
の

t
あ
る
。

即
ち
杢
睦
に
於
て
、
小
昼
校
卒
業
者
。
昭
和
九
年
、
三
九
%
は
況
在
入
・

八
%
に
減
少
し
て
い
る
に
艶
し
、
高
小
卒
業
者
は
四
六
・
三
%
が
六
二
・

五
%
に
、
中
等
稗
度
卒
業
者
は
七
・
O
%
が
一
回
・
一
%
に
増
加
し
て
い

zo
第
一
に
人
精
製
織
所
に
於
て
、
ー
役
付
工
り
教
習
所
出
身
者
の
多
い
こ

と
は
す
で
に
撞
べ
士
、
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
目
組
長
白
六
・
三
%

伍
長
の
一
一
・
O
%
に
比
し
現
存
は
非
常
な
増
加
で
あ
る
。
八
幡
製
鍋
所

に
於
て
は
、
如
何
に
現
在
の
役
何
工
が
所
調
「
子
飼
い
」
白
も
り
に
よ
ヲ

て
霊
位
を
占
め
て
き
て
い
る
か
が
判
明
し
よ
う
。

第
六
十
八
巻

第
四
・
五
輯

四
七

七



錨
鋼
業
に
於
け
る
勢
働
力
構
成

〈昭和 9年〉

ドイ職長エ十|岡崎1男 1:1*J 
賛 歎蜘恥f叫山人， 15 1 1団6 I 叫問2川14引1乃1 仰 4れ判14叫4

義誹教育未了 2.6 23.8 2.6 

小皐校卒 20.0 1 lS.8 35.9 1 26.7 1 28.8 29.1 54.7 29.0 54.71 29.0 

高隼小皐校卒 80.0 i 37.5 4].5 I 43.4 ! 4uA 48.0 10.g 47.0 10.9! 46，3 

I>JトO/m. 14.2 I 10.9 6.3 2.8 7.1 2.8 7.0 

中華程度ヰ 1.5 3.6 1 3.3 7.6 7.8 7.。7.8 7.0 

同正 中退 12".4 I 2.8 2.7 i 3，0 2目4 2.5 2.5 

高草卒 。師 0.02 0.02 0.02 

同上中退 0.06 0.05 0.05 

大串辛

同上中退

教習所 2.1 6.3 11.0 3.9 4.7 4.6 

そり仙 → 

(八幡〉工員皐属加構成(タの

-4111H 
;fil時及技術員一JZ71
襲警暴よ|一一恒空.~竺員。盟
長f量露竪日出土竺1 2 

?11;|;;:|::i ;礼;

七

第
四
・
五
抗

四

"、

237 

7の

わ
れ
わ
れ
は
以
上
仁
よ
っ
て
、
織
鋼
努
働
者
の
数
育
程
度
は
、
製
造
ヱ

業
一
般
傍
倒
者
よ
ち
決
し
で
高
度
で
は
な
f
、
む
し
ろ
幾
分
か
依
〈
芯
え

あ
る
こ
と
、
臨
時
工
仁
ぷ
職
央
の
比
較
的
教
育
松
度
の
高
い
こ
?
と
、
職
員

仁
於
て
は
技
衛
員
い
か
事
務
職
員
に
比
べ
て
高
い
こ
と
、
八
幡
制
問
鍛
所
に
於

て
は
特
仁
役
付
工
が
餓
鋼
労
働
者
と
し
て
生
え
抜
き
の
も
切
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
が
明
か
仁
き
伽
仁
。

で
は
錦
銅
鐸
働
者
の
教
育
程
度
が
比
較
的
低
い
こ
と
は
如
何
な
る
事
情



に
基
〈
の
で
め
る
か
。
先
骨
鋳
鋼
鉾
働
は
間
熱
重
筋
努
倒
で
あ
ち
、
一
般

の
工
員
に
あ
っ
て
は
最
も
肉
箇
的
傑
何
が
重
視
き
れ
る
こ
と
。
第
三
に
現

在
の
織
鋼
業
り
努
働
過
程
が
高
度
の
機
械
設
備
の
使
用
に
ょ
っ
一
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
|
l
J
償
っ
て
そ
の
技
術
的
指
導
は
車
な
る
工
員
出
身
叩
熟
練

工
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
専
門
的
知
識
K
T
J
R

沿
っ
た
技
術
職
員
に
よ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
乙
町
こ
と
が
技
街
脆
員
の
採
用
と
な

h
、
一
般
工
員
は
そ

白
統
轄
の
下
で
作
業
レ
得
る
者
で
十
分
と
き
れ
る
。
第
三
に
郵
務
者
の
殆

ん
E
す
べ
て
は
十
尽
な
教
育
を
刊
し
得
な
い
賃
銀
労
働
者
或
は
農
村
出
身

で
あ
る
こ
と
に
も
茎
因
し
よ
う
。

(
註
)
例
え
ば
昭
和
ニ
十
周
年
度
、
八
幡
摸
輔
所
新
規
採
用
者
一
一
、
‘
。

四
八
名
中
農
業
関
係
者
は
大
二
一
一
一
名
で
あ
っ
た
。

E

扶
養
家
族
数
別
楕
或

木
簡
は
弐
白
よ
う
な
順
序
で
分
析
弘
町
議
め
で
行
き
た
い
と
思
う
。

ω織

銅
総
勢
働
者
自
分
析
、
山
門
鹿
畑
、

λ
幡
の
静
析
、
(
イ
)
総
数
の
分
析
(
ロ
)

性
別
分
析
、
(
ハ
)
生
産
部
門
別
分
析

ω
織
鍋
偲
勢
働
者
の
扶
養
家
族

先
す
最
初
に
鏡
鋼
業
と
他
産
業
と
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
他

串
融
業
は
勢
働
続
許
調
査
年
訓
刊
を
利
用
す
る
。
吾
々
は
こ
れ
と
同
時
期
の
繍

鋼
業
全
世
の
敷
字
を
持
た
な
い
の
で
閤
畑
製
織
所
を
以
て
こ
れ
仁
代
え
る

こ
と
じ
す
る
。
(
昭
和
二
十
四
年
十
一
且
賢
畑
は
二
十
王
年
七
月
一
日
現

在
の
調
査
。
こ
れ
は
麗
々
指
摘
し
た
理
由
に
主
り
他
産
業
U

調
査
期
日
た

る
二
十
四
年
十
一
月
の
数
字
と
比
較
し
得
る
と
考
え
る
)
。

輔
鋼
業
に
於
け
る
野
働
力
構
成

-
般
的
に
は
扶
養
家
族
を
も
っ
努
働
者

は
彼
炉
二
棋
の
支
柱
と
レ
て
特
定
の
務
倒

に
従
事
す
る
こ

L
以
外
に
は
生
計
の
還
な

き
近
代
的
努
倒
岩
に
る
こ
と
を
一
訴
す
も
の

で
あ
る
。
右
掲
表
に
よ
れ
ば
有
家
族
勢
働

者
数
日
比
率
は
錨
鋼
業
に
於
て
最
大
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ち
媛
鋼
努
働
者
が
近
代

的
努
働
者
と
し
て
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
巴
れ
る
。

勿
論
吾
ー
々
は
こ
の
こ
と
の
み
か
ら
直
ち
に
鏡
銅
傍
働
者
が
日
本
に
台
げ
る

最
も
託
代
的
な
曲
目
働
者
ピ
と
い
う
の
で
は
h

ー
じ
。
開
討
剛
力
の
給
制
酬
が
依
然

と
し
て
農
村

ιの
密
接
な
聯
闘
白
干
に
あ
為
貼
か
ら
色
、
か
か
る
且
ム
誌
な

結
論
を
干
す
こ
と
の
危
険
な
る
こ
と
は
明
日

t
あ
る
。

来
に
織
鋼
穂
努
働
者
中
に
於
て
有
家
族
労
働
者
数
及
び
有
家
族
職
員
敏

の
占
め
る
比
翠
を
み
よ
う
。

一」璽E
全産業|

責畑|

繊鋼従業員有家族従業

員比単

労働者 職員

昭和2C勾三 4月 42“"。ノ
32対

チ 8月 47 39 
ヨ少 1自H d2 58 

y 211f:. 3月 50 50 

タ 5且 51 δ1 

第
六
十
八
巻

七
= 

事
四
・
五
蹴 「聖子訪羽信23披J

と
の
表
に
於
て
、
有
家
族

純
正
葺
員
敷
は
勢
働
者
・
職
員

共
に
二
十
年
十
二
月
仁
異
常

な
高
度
を
一
市
レ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
敗
戦
に
よ
る
人
員
轄

理
・
自
然
退
職
い
か
年
齢
の
砦

い
府
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ

と
と
柑
照
障
し
て
い
る
。
所

同
九



錨
鋼
業
に
酔
け
る
勢
働
力
構
成

で
こ
白
月
号
除
く
他
の
部
分
は
術
弐
増
加
傾
向
じ
あ
る
v

と
が
看
取
さ
れ

忍
。
こ
の
こ
v

と
は
捜
鋼
勢
働
者
の
平
均
年
齢
の
高
度
化
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
乙
れ
を
確
め
る
た
め
に
同
期
間
に
お
付
る
簿
価
者
一
入
品
f
h
J

の
平
均
杭
養
家
族
教
の
推
移
吠
況
を
み
て
み
よ
う
。

従菜員一入賞 b平均

扶養家捗監

時働者 職員

時frr20年 4Jl 347λ 3.36入

グ 8Jl 3.49 2.95 

タ 12月 3.33 2.98 

タ 21年 3月 3.22 3.22 

5月1316 3.18 

「害事働""信23披」

以
上
の
こ
と
は
濁
身
者
守
も
含
め
七
銭
鋼
勢
働
者
の
早
均
扶
養
家
族
教

に
問
団
す
お
失
の
表
に
つ
い
て
も
完
査
に
妥
営
す
る
し
、
マ
一
世
じ
究
開
表
が

以
上
の
ご
と
を
諮
問
す
る
と
も
一
千
え
お
で
品
ろ
う
ロ

第
六
十
八
巷

七

四

第
四
・
王
披

誠制限業員一人瞥 h

平均扶養家族監

1葬働者|職員

昭和田年 4月 1.5人 1_1人

'l 8月 1.7 1.5 

タ 12月 1.7 1.7 

J.o 21丘F~月 1.6 1.6 

タ9 5Jj 1.6 1.6 

五
O 

「努事者誼信23競J

J 

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
勢
働

者
に
於
で
は
昭
和
三
十
年
四

月
の
平
均
扶
養
家
族
数
三
・

四
七
人
か
ら
ご
十
一
年
五
月

の
一
ニ
・
ニ
ハ
人
え
ー
と
漸
減
傾

向
を

t
E
b、
職
員
に
於
て

も
三
・
一
二
六
人
か
ら
三
・
一

人
人
え
と
下
落
傾
向
を
に

E

っ
て
い
る
。
こ
の
表
ー
と
前
掲
有
家
族
稼
業
員
数
表
と
か
1

結
合
し
て
考
え
る

E
弐
?
」
左
が
推
測
で
き
る
。
印
ち
有
家
族
翠
貫
散
は
増
加
し
で
い
る

に
ち
拘
ら
十
一
人
首
り
有
家
族
数
は
漸
減
の
傾
向

f
t
r
つ
で
い
る
。
こ

の
こ

E
は
鞍
筏
に
お
付
お
早
婚
傾
向
及
び
織
削
簿
働
者
の
補
完
い
か
、
家
族

数
の
少
い
徒
つ
て
年
齢
の
若
い
暦
合
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
?
と
相
柄
躍
し

で
い
る
。

弐
仁
工
場
規
模
別
に
分
析
し
て
み
よ
う
。
そ
の
統
計
は
突
の
遁
h
で
あ

る。

jh時手掛
2.30入

2.25 

21 

8 

2.28人

2.04 

19 

8 

500人以下

1，000人ク

1，74 

2.18 

「聾務語信」

12 

14 

2.05 

1.96 

8 

8 

3，000人 ρ



?
と
併
せ
考
察
す
る
と
失
り
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。
ご
十
壬
咋
一
月
末
に
於

て
は
平
均
扶
養
家
版
敏
一
・
九
九
六

人
よ
り
侭
い
の
は
従
業
員
三
千
人
以

上
の
企
業
の
一
・
九
六
人
の
み
F
Jの

り
、
同
年
七
月
じ
於
て
目
、
同
じ
〈

平
均
扶
養
家
政
政
二
・
一
二
人
よ
り
低
い
の
は
、
従
業
員
数
千
人
以
上
一
二

干
人
以
下
及
び
三
千
人
以
上
の
企
業
で
あ
る
。
即
ち
大
企
業
に
お
け
る
程

俊
業
員
一
人
常
h
J
平
均
扶
養
家
核
政
は
少
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
鋳
鋼
業
に
於
て
は
、
大
企
業
料
験
後
に
お
り
ろ
活
動
開
始
期
が
遅
れ
、

目
つ
勤
前
田
二
交
替
制
か
ム
同
時
伎
の
一
一
一
交
替
制
え
の
推
移
に
よ
り
品
般
の

若
い
掛
働
者
が
之
等
の
企
業
仁
吸
収
色
れ
た
こ
と
lr
柑
照
躍
す
る
も
の

k

考
え
ら
れ
る
D

以
下
に
於
で
は
以
土
の
凡
打
析
を
一
府
立
ち
入
っ
て
符
う
仁
め
に
、
出
国
畑

八
幡
雨
製
織
所

T
E
hあ
げ
で
考
察
し
で
行
〈
こ
と
じ
す
る
。

向
町
畑
・
八
幡
雨
製
織
所
四
仔
析

(
イ
)
附
間
政
の
扶
養
家
族

先
十
賠
畑
州
制
捜
腕
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
統
計
は
攻
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
中
扶
養
家
族
教
を
有
せ
ぎ
為
者
が
一
二
七
・

七
%
に
撞
L
て
い
る
。
こ
の
快
養
家
放
を
有
せ

Y
司
令
岩
の
中
一
八
歳
以
上

二
六
寵
未
満
の
努
問
者
の
占
め
あ
比
率
は
八
六
・
八
%
t
と
陛
倒
的
比
設
を

ム
口
め
亡
い
あ
。
と
れ
ば
庚
畑
町
一
場
骨
に
於

τも
査
園
ム
一
同
じ
〈
そ
の
傍
働

ド入賞り
平均扶養|
家族数

25メ1'1月 i 1，996人|

2.02 

2.32 

4Jj 

7月

ρ 

? 

醐
鋼
業
に
於
吋
る
捗
働
力
構
成

勢働者扶養家主主別構成

(庚畑)(昭和25年7月1目)

0.2 4 9T-(上

者
い
か
比
較
的
年
齢
の
若
い
部
卦
よ
り
格
成
さ
れ
て
い
る
こ
土
ー
と
相
照
臆
す

る
ち
の
で
あ
る
c

否
、
寧
ろ
査
図
上
り
も
桂
ゼ
レ
い
の
で
あ
っ
士
、
こ
れ

は
昭
和
一
一
十
宝
年
七
月
現
在
全
圏
平
均
扶
養
家
族
数
二
・
一
一
一
一
一
人
で
あ
る

に
掛
し
居
間
に
於
て
は

-
7
0一
一
人
と
著
し
〈
低
い
こ

t
Eぴ
扶
養
家
族

敬
二
人
乃
玉
三
一
人
号
有
す
お
勢
働
者
ゆ
庇
唱
が
二
八
・
二
%
に
じ
か
す
ぎ

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ち
明
か
で
あ
ろ
。

共
に
入
幡
に
つ
い
て
考
裂
し
よ
う
。
(
八
幡
に
つ
い
て
は
吾
々
は
昭
和

九
キ
ふ
統
計
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
)

そ
の
統
計
は
弐
の
湿
り
で
あ
る
。

械
的
制
一
占
唐
辛
一
伊

7

6

8

9
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8
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3

明

暗

州

制
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軸

比
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沼

田

日

H
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0

0

謝
成
明
家
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|
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ず
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事
大
十
八
巻

一
七
五

静
岡
・
五
腕

五

0.1 I 9以上



融
鋼
業
に
於
け
る
野
働
力
構
成

更
仁
科
々
の
扶
義
家
族
数
仁
つ
い
て
如
伺
な
る
年
齢
開
閉
め
傍
働
岩
が
温

宇
殴
T
占
め
て
い
る
か
や
比
事
仁
よ
っ
て
見
ょ
う
。
先
す
扶
養
家
族
な
し

に
於
て
は
ご
O
歳
以
上
一
二

C
歳
未
満
が
六
一
・
八
%
、
一
人
に
於
て
は
ご

豆
歳
以
上
一
ニ
主
歳
宇
中
州
が
五
匹
・
七
%
、
一
人
に
於
て
は
↑
一
一
O
歳
以
上
回

。
歳
未
満
が
王
=
了
一
一
一
%
、
三
人
に
於
て
は
同
じ
〈
一
二

C
歳
以
上
回
O
歳

未
慌
が
五
入
・
=
一
%
、
四
人
に
於
て
は
三
宝
歳
以
上
回
主
歳
未
闘
が
百
五
・

七
料
、
五
人
に
於
て
は
同
じ
〈
=
一
五
語
以
上
凹
宝
歳
末
渦
い
か
五
九
・
九
%
、

六
人
に
於
て
は
四
O
歳
以
上
五
O
歳
未
渦
が
六
二
・
七
%
、
七
人
仁
於
て

は
同
じ
〈
四
O
歳
以
上
市
O
歳
未
仰
が
七
三
・
λ
%
、
八
人
に
於
て
は
同

じ
〈
F
O
歳
以
上
五
O
歳
未
両
元
七

0
・
阿
%
を
占
め
て
い
あ
。
経
っ
て

骨
然
的
こ
ー
と
な
い
か

ι、
牧
奏
家
族
駿
が
増
加
す
る
に
つ
れ
r

一
週
止
敷
守
占

め
不
勢
倒
岩
の
年
蹄
肘
が
上
昇
し
て
行
〈
ご
市
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
性
別
仁
み
仁
扶
養
家
族
敏

先
守
慣
畑
刑
判
鍛
所

Irι
考
察
す
る
。
男
子
の
そ
れ
は
総
数
と
同
じ
傾
向

ぞ
示
寸
故
こ
こ
で
は
ふ
れ
ぬ
こ
と
と
し
、
貴
子
の
み
仁
つ
い
て
述
べ
る
こ

敬
、
町
一
守
時
串
一
F

J

J

1

一
と
と
す
る
。

品調剤

k

E

t

一
A

U

6

9

4

『

古

音

月

摂

陽

叫

「

は
I
l
l
i
-
-ー
ー
-
こ
れ
に
よ
る
と
、

扶
船
引
一
勢
数
十

U

2

8

8

一
女
子
第
働
者
練
殿
山

者

切
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一

子
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附
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女
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i
J
7
L
:
!
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i
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女

別

F
F
1
I
l
l・-
v
A家
族
非
所
有
者

中
一
八
歳
以
上
一
一
一
二
歳
未
滅
的
女
子
町
占
め
る
比
部

μ
七
丸
・
ご
%
と
な

第
六
十
八
巻

一
七
六

事
凹
・
五
腕

五

っ
て
居
h
、
文
こ
れ
が
女
子
惚
敗
巾
に
占
め
る
比
瑞
は
六
回
・
O
%
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
と
と
仕
事
ず
の
場
合
よ
り
以
上
仁
女
子
仁
於
て
は
勢
働

者
の
年
怖
が
若
い
こ
と
ム
照
躍
し
て

R
h、
又
女
子
労
働
者
が
濁
身
で
、

そ
hu
持
倒
M
Y
家
計
梢
助
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

共
に
月
給
社
員
(
と
の
中
ア
は
職
員
が
墜
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
が

少
放
心
工
員
も
合
ま
れ
ど
居
り
職
員
山
扶
養
家
族
E
見
る
に
は
完
全
で
は

な
い
が
、
資
料
り
闘
係
で
と
れ
を
利
用
し
た
}
の
扶
養
家
放
数
仁
つ
い
て

分
析
し
て
み
よ
う
。
先
守
男
子
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

線

則

的

一

給

員

一

酔

4

β

3

1

2

2

6

7

-

一

時

濃

府

主

:

一

札

玖

肌

児

此

H

一6
v
a
仇

一

員
成
お
口
同
E
l
i
l
i
-
-
レ
I
l
l
i
-
-
-

社

構

和

一

雰

敷

一

人

ー

一

給

別

昭

一

一

一

0

1

2

3

4

5

1

6

7

8

-

月
肱
(
土
空
扶
家
一

J

-

と
な
っ
て
い
る
。
己
の
表
に
よ
れ
ば
、
月
給
社
員
叩
場
合
に
は
労
働
者
I
C

大
分
制
を
異
に
し
て
い
る
こ
ー
と
が
知
ち
れ
る
。
先
十
扶
養
家
族
の
な
い
ち

の
が
組
敷
の
わ
す
よ
μ
九
・
九
%
に
し
か
す
吉
す
、
こ
れ
ば
勢
働
者
ー
と
決
定

的
に
棉
具
し
て
い
る
。
然
も
そ
の
年
齢
構
成
を
み
る
と
傍
偶
者
よ

b
も
梢

々
高
年
齢
府
に
比
山
中
い
か
集
中
し
て
い
る
。
印
も
二
五
歳
以
上
二
七
歳
迄
臼

月
給
社
員
白
扶
養
家
族
神
所
有
者
中
に
占
め
る
比
率
は
凶
五
・
一
ニ
%
骨
示

レ
で
い
る
。
月
給
社
員
仁
於
て
最
高
山
比
率
や
市
め
る
の
は
扶
養
家
族
敏

一
一
人
の
場
合
で
あ
フ
で
こ
れ
が
一
一

0
・
六
%
、
弐
い
で
三
人
の
一
九
・
一
二

%
と
な
っ
て
い
る
。
二
人
的
場
合
仁
比
一
一
七
歳
以
上
=
一
O
歳
迄
が
練
股



{
一
一
人
白
)
ゆ
一
二
九
・
一
%
を
占
め
一
一
一
人
の
場
合
に
は
=
二
歳
川
崎
上
三
六

歳
逗
が
宝
四
・
四
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の

E
う
仁
月
給
祉
員
の
場
令
に

は
扶
養
家
族
教
-
一
人
乃
至
三
人
に
そ
の
多
〈
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
及
び

非
所
有
者
が
少
ド
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
伺
男
子
月
給
社
員
の
平
均
扶

養
家
族
監
は
三
・
一
一
人
で
あ
る
。
失
ド
女
子
月
給
誰
員
に
つ
い
て
み
呂

と
、
非
所
有
者
は
女
子
穂
敷
主
主
名
中
川
口
九
名
削
も
八
九
・
一
%
が
こ
こ

仁
集
中
し
、
関
h
の
六
名
は
扶
務
家
族
一
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

る
。
剖
ち
女
子
月
給
員
仁
於
て
は
女
子
静
岡
岩
よ
り
一
階
扶
志
家
族
非

所
有
者
の
比
曜
が
大
き
〈
、
叉
二
人
以
と
の
扶
養
家
族
を
有
す
る
者
は
、

勢
働
者
に
庶
て
は
一
一
人
問
九
・
-
%
、
三
人
が
四
・
一
%
と
な
っ
て
い
る

に
掛
し
、
月
給
社
員
に
於
て
は
乙
れ
が
皆
無
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
即
ち

女
子
月
給
社
員
の
女
子
勢
働
者
に
聾
す
る
問
団
係
は
、
男
子
月
給
枇
員
町
一
男

予
算
働
者
に
輸
す
る
関
係
ー
と
は
全
〈
逆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
上

の
こ
と
は
、
女
子
月
給
社
員
が
濁
身
で
、
そ
の
勢
働
い
か
家
計
補
助
的
性
格

を
持
つ
で
い
る
と
と
そ
一
部
す
も
の
で
あ
る
。
尚
女
平
月
給
枇
員
の
平
均
扶

養
家
族
設
は

0
・
一
一
人
で
あ
る
。

究
に
八
幡
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
じ
す
る
。
男
子
勢
働
者
K
つ
い
て

み
れ
ば
ぞ
の
統
計
は
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

一
努
敬
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W
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男子労働者

扶養家族別

構成(八幡)

(昭和9年)

錨
鋼
業
に
掛
け
る
勢
働
力
構
成

こ
の
表
に
上
れ
ば
、
挟
士
事
出
家
抜
放
別
労
働
者
敗
。
構
成
は
殆
ん

E
努
働

者
畑
町
敷
と
同
じ
傾
向
を
一
目
し
て
い
る
の
で
こ
乙
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い

こ
と
に
す
る
。
弐
に
女
子
に
つ
い
で
み
れ
ば

養
附
「
矧
叶
「
叶
ペ
ベ
叶
汁
叶
一

付

。

和

-

子

比

一

肌

罰

g

一

者

成

昭

一

七

都

ー

一

一

働

擢

〈

Z
M日
γ
一l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

努
別
劃
一
義
誠
一
凶

'

l

i

i

一

子

技

市

司

君

一

(

1

5

2

4

t

t

一

女
家
川
口
隠
卜

I
l
l
l
i
-
-
I
l
l
-

と
れ
を
男
子
に
比
す
れ
ば
先
子
扶
養
家
族
な
し
の
比
率
が
男
子
に
比
し
非

常
に
高
〈
過
半
敷
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
扶
養
家
族
敬

一
人
が
=
七
・
四
%
、
ご
人
が
入
・
八
%
、
二
一
人
が
一
・

O
ご
%
、
と
先
々

可
成
り
甲
高
車
舎
一
目
し
て
い
る
黙
は
昭
和
二
十
主
年
の
腰
畑
の
そ
れ
に
比

じ
大
な
る
発
異
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
昭
和
二
寸
宝

年
七
月
の
麗
聞
は
致
後
の
生
斉
再
開
後
わ
十
か
に
一
ニ
ヶ
月
九
ゲ
一
幅
一
湿
し
七
じ

す
ぎ
な
い
ー
と
い
う
特
殊
の
事
情
ぞ
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

k
同
時
に
既
に
、

勤
積
年
教
の
項
で
ム
れ
た
如
く
八
幡
に
於
て
は
、
女
子
第
働
者
も
相
嘗
重

要
な
生
産
行
棋
に
ダ
ッ
チ
じ
て
い
る
こ
と
、
礎
つ
で
勤
鰻
年
数
も
長
〈
年

齢
6
高
い
女
子
勢
働
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
6
考
慮
に
え
れ
る
こ
ー
と
を
要

す
る
で
あ
ろ
'
っ
。
即
ち
女
干
者
働
者
が
皐
に
家
計
補
助
的
で
な
〈
近
代
努

偶
者
化
し
て
い
る
こ
冒
と
を
一
山
す
も
の

E
云
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
弐
の
敏

宇
に
よ
っ
で
明
確
に
把
握
で
き
る
ム
間
品
う
ロ

即
ら
、
職
工
を
夫
と
す
る
有
子
女
心
女
工
炉
、
有
子
女
白
女
工
中
の
宜

O

第
六
十
八
巻

五

一
七
七

第
四
・
五
親



闘
鋼
業
に
於
け
る
努
働
刀
構
成

-
二
%
か
ρ

占
め
て
い
る
。
即
ち
静
岡

一者
L
止
し
て
夫
婦
共
か
せ
ぎ
を
し
て
い

る
。
女
工
敏
い
か
非
常
に
多
い
の
で
あ

e
G

。
(
山
)
井
運
部
門
別
扶
養
一
家
族
敏

吾
々
は
こ
の
知
に
闘
し
て
は
昭
和

-
一
寸
五
年
七
月
の
鹿
川
制
封
鎖
所
の
資
料
し
か
も

t
な
い
。
以
下
川
分
析
は

こ
れ
に
よ
る
色
白
で
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
は
主
要
生
霞
部
門
中
製
銑
・
製

釧
・
際
延
の
み
に
つ
い
で
考
察
す
る
。

225人

100% 

l女

主誕生産部門課別扶養家

族構成(庚掴)(昭和25年)

扶家族0義教λ I喫捗2働8.2銑者%||型労36働G'時銅q6|隈40間.0珂% 

1 ，').4 10.9 7.0 

2 17，0 ]2.0 18.3 

3 14，3 16.0 

4 13目5 12.2 11.4 

δ 1O.4 7.8 7.4 

6 5.7 2.9 1.4 

7 4.2 1.1 1.0 

8 1.2 1.1 

と
の
表
仁
よ
る
と
、
製
銑
・
製
鋼
・
匪
延
に
於
て
は
夫
々
仁
お
り
る
掛

働
者
総
数
中
扶
養
家
族
非
所
有
労
働
者
数
の
上
向
め
る
比
寧
は
夫
々
一
一
八
・

一
一
回
、
三
六
・
六
%
、
四
0
・
0
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
先
に

勤
償
年
般
の
項
で
設
い
仁
こ
と
7
C
相
閉
山
隠
す
る
自
の
で
あ
ふ
。

さ
て
、
以
上
玉
口
々
は
鍛
制
解
働
者
を
扶
養
家
族
仁
つ
い
て
好
析
し
で
き

第
六
十
八
巻

一
七
八

第
四
・
王
揖

王
国

亡
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
見
ち
れ
る
最
も
大
き
な
特
例
は
職
前
・
践
時
に

比
し
酸
後
仁
於
て
は
有
家
殺
労
働
者
の
比
率
が
増
大
し
来
つ
仁
こ
と
、
仁

も
拘
ち
す
一
人
あ
た
り
平
均
扶
護
家
族
教
は
温
に
蹴
少
を
来
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
。

四

む

す

ぴ

眠
時
中
わ
が
園
軍
情
産
業
の
う
ち
で
も
最
も
重
要
な
役
割
そ
縫
っ
て
い

t
織
鋼
業
は
、
敗
較
に
よ
っ
て
)
時
は
殆
ん

Eε
の
機
能
を
停
止
し
た
。

鍛
鋼
業
は
こ
の
危
機
を
寛
服
し
、
新
た
な
稲
崎
間
取
勢
じ
誼
臨
し
、
自
ら
を

再
編
成
じ
な
け
れ
ば
な
ら
社
か
つ
亡
。
こ
の
温
科
は
第
働
力
の
構
成
仁
直

ち
仁
反
捜
し
な
い
で
は
お
か
な
い
c

保
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
陽
斜
勢

働
力
構
聞
の
分
析
す
通
じ
て
、
努
働
力
の
面
よ
L

り
鞍
後
織
鋼
業
再
編
成
温

搾
ぞ
明
か
に
し
上
う
と
し

t
の
で
あ
5
0

第
一
に
言
い
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
鞍
後
織
鋼
業
同
普
通
鋼
部
門
や
基
軸

と
し
で
勢
倒
力
再
編
成
い
か
仔
わ
れ
て
き
仁
こ
と
で
あ
る
。
敗
鞍
に
よ
っ
で

、
生
務
縮
心
い
か
品
開
儀
な
〈
せ
し
め
ら
れ
、
従
っ
て
こ
れ
は
先
守
人
員
整
理
と

な
っ
て
現
れ
、
努
働
力
の
削
減
い
か
計
ら
れ
た
。
解
雇
投
び
に
醜
臓
は
、
職

員
及
び
詑
術
員
に
針
比
し
て
工
員
側
に
舟
一
〈
指
向
さ
れ
、
且
つ
新
規
採
用

者
臨
時
工
等
末
熱
線
工
が
針
象
と
せ
ら
れ
た
。
と
の
場
令
に
あ
ワ
て
も
、

部
門
別
仁
は
普
通
鋼
部
門
い
か
最
ち
少
か
つ
亡
。
即
ち
酷
職
後
織
鋼
業
整
備
に

襟
し
、
銀
側
借
倒
力
川
普
遁
釧
部
門
に
於
て
温
存
い
か
計
ら
れ
亡
。
そ
し
て

鍛
帥
業
山
復
興
に
首
ワ
て
は
、
過
に
先
守
、
普
通
鋼
部
門
l
勢
倒
拾
い
か
充



嘗
せ
p
h
一
れ
に
。
ま
さ
に
織
鋼
勢
働
力
は
普
通
鋼
部
門
小
一
中
心
と
し
て
再
編

成
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
鏡
銅
勢
働
力
の
編
成
炉
験
前
に
復
蹄
し
つ
つ
め
る
乙
ー
し
ド
注
意

し
な
〈
で
は
な
ら
な
い
。
こ
の
と
と
は
既
仁
指
摘
し
た
遁
b
、
職
員
並
び

仁
技
術
員
の
工
員
仁
騎
士
。
比
率
、
普
通
主
に
罰
す
る
役
付
工
の
比
率
、

臨
時
工
の
敬
、
性
別
構
成
、
こ
れ
ら
の
嬰
動
よ
h
明
か
で
あ
る
。
即
ち
敗

艶
後
の
、
前
述
し
た
人
員
整
理
に
際
し
て
、
職
員
、
衣
偏
員
、
役
何
工
は

温
存
さ
れ
、
毛
れ
ち
の
勢
務
岩
或
ひ
は
普
遁
工
じ
臨
劃
す
る
民
事
は
甫
か
っ

た
が
、
そ
の
後
弐
第
じ
生
産
宿
興
が
計
ら
れ
る
や
、
そ
の
比
曜
は
減
少
し

て
き
た
。
塾
一
別
多
か
つ
ロ
臨
時
工
(
輯
鋼
業
に
於
て
は
所
謂
職
夫
と
呼
ば

れ
る
も
白
)
は
最
近
若
干
減
h
y
レ
て
き
亡
と
は
い
え
鞍
後
増
刷
L
た
。
叉

織
鋼
業
は
元
来
男
子
労
働
力
に
依
操
レ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
性
桁
の
色
白

で
あ
っ
て
、
そ
れ
i
も
拘
ら
守
酸
後
一
時
は
児
較
的
多
か
っ
h
L
'
女
子
勢
働

者
が
夫
第
仁
減
少
し
て
き
七
。
h
y

〈
て
蛾
鋼
労
倒
力
は
漸
次
殴
前
の
構
成

比
に
復
踊
レ
つ
つ
品
る
。
し
か
し
侍
v

し
れ
ら
は
杢
〈
臨
聾
町
の
際
態
に
ま
で

は
到
し
て
い
な
い
。
時
間
鋼
業
が
ぞ
の
再
編
成
の
塗
次
に
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
一
一
仁
、
右
の
知
〈
労
働
力
の
再
編
成
が
符
わ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い

え
、
乏
の
構
成
す
る
餓
釧
静
岡
カ
の
質
的
内
格
的
低
下
を
看
過
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
前
週
し
仁
年
齢
構
成
、
勤
積
年
般
別
構
成
の
分
析
よ
り
明

か
な
通
b
、
敵
前
、
鞍
時
に
比
較
し
て
織
釧
労
協
力
の
賓
は
低
下
し
て
い

Z
と
考
え
色
れ
る
。

融
鋼
業
に
於
け
る
努
働
力
構
成

尚
鍛
鋼
女
子
努
働
者
仁
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
讃
畑
製
織
所
の
場
合
と

八
幡
製
織
所
の
場
合
?
と
明
か
に
具
つ
七
三
つ
の
現
を
み
る
。
そ
の
作
業
内

容
、
在
齢
別
、
勤
続
年
数
別
、
扶
養
家
旋
別
の
諸
構
成
よ
ち
み
て
、
前
者

は
概
担
家
計
棉
充
的
女
子
野
務
者
で
あ
り
、
後
者
は
ぞ
れ
白
檀
査
〈
の
賃

金
傍
働
者
'
と
し
て
の
性
特
小
指
う
も
の
で
あ
る
。

か
〈
し
で
、
織
制
業
に
於
吋
る
務
働
力
は
そ
の
構
成
の
馳
よ

h
み
て
、

普
通
鋼
部
門
守
基
軸
と
し
て
再
編
成
が
行
わ
れ
、
漸
女
そ
れ
は
鞍
耐
の
事

態
に
複
障
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
前
科
編
成
田
遁
科
仁
あ
っ
て
、
且
つ

験
前
に
比
し
て
読
ま
質
的
低
下
が
あ
一
:
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
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一
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の
後
加
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訂
E
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編
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し
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あ
岳
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